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特
別
号

持
続
的
・
積
極
的
な
投
資
を

　

災
害
が
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
中
で「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
」
の
重
要
性
が

従
来
に
も
増
し
て
高
ま
っ
て
き
た
。
予
防

保
全
へ
の
本
格
的
な
転
換
を
は
じ
め
と
す

る
事
前
防
災
に
向
け
た
持
続
的
か
つ
積
極

的
な
投
資
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
国
民
の

豊
か
で
安
全
な
生
活
を
守
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

　

自
然
災
害
か
ら
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
り
、
経
済
成
長
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
う
社
会
資
本
の
整
備
は
新
た
な
局
面

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。「
ス
ト
ッ
ク

効
果
」
の
最
大
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
社
会
資
本
が
適
切

に
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
整
備
段
階
だ

け
で
な
く
、
今
後
は
整
備
後
の
管
理
と
利

活
用
の
徹
底
が
重
視
さ
れ
る
。

　

急
速
に
進
展
す
る
情
報
通
信
・
新
技
術

の
活
用
等
に
よ
り
生
産
性
を
上
げ
、
将
来

の
社
会
資
本
整
備
へ
の
投
資
余
力
を
確
保

す
る
こ
と
も
大
切
だ
。
２
０
２
１
年
度
か

ら
の
次
期
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
化
を
、
計

画
を
貫
く
原
則
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
で
質
の
高
い

社
会
資
本
を
整
備
・
維
持
管
理
す
る
た
め

に
、
地
域
を
造
り
、
守
る
担
い
手
で
あ
る

建
設
産
業
も
、
よ
り
質
の
高
い
産
業
へ
の

進
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
未
来
へ
の
希
望
が
生
ま
れ
、
国
の
繁

栄
に
つ
な
が
る
。
そ
の
担
い
手
と
な
る
建

設
産
業
は
、
国
民
の
人
生
を
造
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

未来を拓き繁栄築く
―強い国土は災害に屈しない―
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命と暮らしを守る国土強靱化を

こ
と
に
入
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
・
更
新
は
計
画
的

に
進
め
る
こ
と
が
大
事
」
と
の
見
解
を

示
す
。
そ
の
上
で
ｉ
‐
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ

ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
な
ど
の
取
り
組
み
も
重

要
で
あ
る
と
し
「（
社
会
資
本
整
備
分

野
の
）デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
化
は
、

こ
の
社
会
状
況
の
下
で
も
ま
す
ま
す
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
領
域
。
そ
れ
が
図
ら
ず
も
コ

ロ
ナ
対
策
に
も
つ
な
が
る
」
と
力
を
込

め
る
。

　

社
会
資
本
整
備
等
を
進
め
る
た
め
に

は
、
建
設
産
業
の
果
た
す
役
割
が
大
き

い
。
栗
田
事
務
次
官
は
「
建
設
産
業
は

国
土
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
と
同
時

に
地
域
の
経
済
や
雇
用
を
支
え
て
災
害

時
に
は
最
前
線
で
地
域
社
会
の
安
全
・

安
心
の
確
保
を
担
う
と
い
う
、
地
域
の

守
り
手
と
し
て
国
民
生
活
や
社
会
経
済

を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
あ
る
い
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。

な
変
化
が
出
て
き
て
い
る
」
と
し
、「
防

災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
と
い
う
の
は
、

喫
緊
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
だ
」
と
強

調
す
る
。
政
府
が
７
月
に
閣
議
決
定
し

た
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
０
」
を
踏
ま

え
て
、
３
か
年
緊
急
対
策
後
も
「
中
長

期
的
な
視
点
で
必
要
・
十
分
な
予
算
を

確
保
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を

総
動
員
し
て
防
災
・
減
災
、
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
対
策
を
着
実
に
進
め
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
る
。

　

社
会
資
本
は
安
全
・
安
心
の
確
保
、

生
産
性
の
向
上
と
い
っ
た
ス
ト
ッ
ク
効

果
を
通
じ
て
災
害
か
ら
国
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
り
、
日
本
の
経
済
成
長
に
つ

な
が
る
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
が
進
む
中

で
、
新
し
い
生
活
様
式
に
変
え
て
い
く

べ
き
こ
と
も
出
て
き
て
い
る
が
、
社
会

資
本
の
整
備
に
関
し
て
は
コ
ロ
ナ
に
関

係
な
く
「
継
続
的
に
や
っ
て
い
く
べ
き

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
に
向
け
、
い
わ
ゆ
る
「
３
密
」
の

回
避
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
土
交
通

省
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
都
市
機
能
を
集

積
さ
せ
る
都
市
再
生
や
コ
ン
パ
ク
ト
・

プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
が
、
栗
田
卓
也
事
務
次

官
は
「
集
積
と
過
密
は
違
う
。
都
市
は

ヒ
ト
や
モ
ノ
の
集
積
を
通
じ
て
効
率
性

を
維
持
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
多
様
性
が

交
わ
る
こ
と
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起

こ
り
、
人
材
が
育
つ
創
造
の
場
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
う

い
う
役
割
が
無
く
な
る
、
変
質
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
過
剰
な
密
は
避

け
な
が
ら
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点

か
ら
都
市
へ
の
集
積
は
引
き
続
き
重
要

で
は
な
い
か
」と
指
摘
。
そ
の
上
で「
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
過
密
の

回
避
に
利
用
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
危
機

も
一
つ
の
ば
ね
に
し
て
政
策
の
転
換
を

る
。

　

国
土
強
靱
化
を
さ
ら
に
推
進
し
、

実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、
国
に
加
え
、
地
方
自
治
体
や
民

間
事
業
者
が
総
力
を
挙
げ
て
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
。
こ
う

し
た
中
、
８
月
１
日
現
在
で
国
土
強

靱
化
地
域
計
画
は
47
都
道
府
県
お
よ

び
５
６
２
市
区
町
村
が
策
定
済
み
、

９
８
５
市
区
町
村
が
策
定
中
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
７
月
１
日
時
点
と
比

較
し
て
策
定
済
み
は
４
４
７
団
体
増

加
、
予
定
を
含
め
た
策
定
中
が
８
９

７
団
体
増
え
る
な
ど
、
取
り
組
み
が

大
き
く
進
展
し
た
。
地
域
計
画
に
定

め
る
事
業
に
お
け
る
交
付
金
・
補
助

金
を
活
用
し
て
行
っ
た
地
域
の
強
靱

化
の
取
り
組
み
事
例
も
増
加
中
で
、

各
地
で
効
果
が
表
れ
始
め
た
。

　

緊
急
対
策
は
あ
く
ま
で
も
緊
急
対

策
に
過
ぎ
な
い
。
強
靱
な
国
づ
く
り

は
一
朝
一
夕
で
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
着
実
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ
な

い
。
近
年
、
災
害
が
相
次
い
で
い
る

が
、
緊
急
対
策
を
実
施
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
被
害
を
免
れ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
、
地
域
住
民
か
ら
の
期
待
も
大
き

い
。
一
方
で
新
た
な
中
長
期
的
な
計

画
づ
く
り
や
対
策
メ
ニ
ュ
ー
の
増
加

の
必
要
性
を
指
摘
す
る
意
見
も
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
う
民
間
投
資
の
落
ち
込
み
を
支

え
る
た
め
に
も
、
必
要
な
公
共
投
資

が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。

し
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
を

支
え
る
基
盤
と
す
る
た
め
に
は
「
賢

く
投
資
・
賢
く
使
う
」
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
整
備
段
階
だ
け
で
な

く
、
整
備
後
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
取
り
入
れ

る
。
従
来
の
整
備
・
管
理
に
、
新
た

に
「
利
活
用
」
の
視
点
を
加
え
、
社

会
資
本
整
備
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
・

ス
マ
ー
ト
化
を
、
重
点
計
画
を
貫
く

原
則
と
し
て
位
置
付
け
、
情
報
技
術

の
利
活
用
・
新
技
術
の
社
会
実
装
と

イ
ン
フ
ラ
空
間
の
多
面
的
・
複
合
的

な
利
活
用
に
よ
り
、
社
会
経
済
や
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
対
応
し

た
イ
ン
フ
ラ
の
経
営
的
管
理
を
進
め

る
。

　

ま
た
、
新
た
な
時
代
を
築
く
持
続

可
能
で
質
の
高
い
社
会
資
本
整
備
の

前
提
と
し
て
、
安
定
的
・
持
続
的
な

公
共
投
資
の
確
保
の
ほ
か
、
中
長
期

的
な
見
通
し
の
も
と
建
設
産
業
の
生

産
性
向
上
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
働

き
方
改
革
や
処
遇
改
善
を
通
じ
て
、

魅
力
的
な
産
業
へ
の
転
換
に
向
け
て

社
会
資
本
の
整
備
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
や
災
害
時

に
お
け
る
地
域
社
会
の
安
全
・
安
心

を
支
え
る
建
設
産
業
の
担
い
手
確

保
・
育
成
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
２
０
２
１
年
春

の
閣
議
決
定
を
目
指
し
て
、
社
会
資

本
整
備
重
点
計
画
の
次
期
計
画
（
第

５
次
計
画
）
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
イ
ン

フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最
大
化

図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
る
」
と
話
す
。

　

近
年
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
等
が

発
生
し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
は
「
こ

れ
ま
で
と
次
元
が
異
な
る
自
然
災
害
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
。
線
状
降
水

帯
と
い
う
言
葉
も
こ
の
数
年
、
頻
繁
に

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

国土交通省 栗田卓也 事務次官

「
コ
ロ
ナ
ば
ね
に
政
策
転
換
」

国
土
を
守
る

社会資本整備は継続的に進めるべきと話す栗田事務次官

　
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
が
最
終

年
度
を
迎
え
る
中
、
緊
急
対
策
後
も

継
続
し
て
必
要
・
十
分
な
予
算
の
確

保
を
求
め
る
声
が
建
設
業
界
の
み
な

ら
ず
公
共
事
業
発
注
者
か
ら
も
日
に

日
に
高
ま
っ
て
い
る
。
全
体
で
７
兆

円
程
度
を
見
込
ん
だ
事
業
規
模
は
８

月
の
時
点
で
約
６
・
８
兆
円
と
な

り
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
。
１
６

０
項
目
の
緊
急
対
策
に
関
し
て
も
本

年
度
末
ま
で
に
１
５
２
項
目
が
所
定

の
目
標
を
達
成
す
る
予
定
で
あ
り
、

次
な
る
段
階
へ
の
移
行
が
期
待
さ
れ

今
後
の
予
算
確
保
焦
点
に

市区町村の国土強靱化地域計画の策定状況
区　分 2019年7月1日現在 2020年8月1日現在
①策定済み 115団体 562団体
②未策定団体 1,626団体 1,179団体
②のうち策定中
（予定含む） 88団体 985団体

※47都道府県は全て策定済み

〈社会資本整備の視点とインフラのストック効果最大化の関係〉

新たな視点

安全・安心の確保 経済成長の実現持続可能な
地域社会の形成

インフラ空間の多面的・複合的な利活用

予防保全に基づくインフラ管理の最適化

情報技術の利活用・新技術の社会実装

豊かで暮らしやすい
地域社会の実現

生産性向上による持続
的な経済成長の実現

自然災害リスクの低減と
防災意識社会の定着

インフラのストック
効果を最大化

社会資本整備の
基本的な役割
（従来の視点）

持続可能な
インフラ管理
（従来の視点）

安定的・持続的な投資が必要

　近年の気候変動に伴う自然災害の激甚化・頻発化や人口減少といった社会情勢の変化等を踏まえて、
ハード・ソフト一体となった新たな防災・減災対策への転換が求められている。その一方で、災害の危
険性が高い地域に人口や機能が集中し、規模が小さい地方自治体の防災力の低下などが懸念される。ま
た新型コロナウイルス感染症への対応という未知の新しい課題が加わる中で、防災・減災、国土強靱化
を含めた今後の着実な社会資本の整備・維持管理は、強い経済社会構造の構築とともに経済の回復を後
押しする上で欠かせない取り組みであり、地域経済の活性化も期待される。「地域の守り手」となる建
設業界にとっても、急速なデジタル化が進む時代の潮流を取り込み、より強靱な業界へと進化していく
ことが不可欠となるだろう。防災・減災、国土強靱化等を取り巻く最新の状況を追った。

　東京都内で本年８月１日までに国土強靱化地
域計画を策定したのは、荒川区と八王子市の２
区市にとどまる。策定中と策定予定を合わせて
も24区市村であり、検討中が27区市町村あるほ
か、９区市村が策定予定なしとの意向を示す。
全国の自治体で策定予定なしとしているのが24
団体であることを考えると、全国的に見ても東
京都内の自治体の動きは遅い。
　都内では、首都直下型地震の発生が危惧され
るとともに、大規模な水災害に伴う河川や高潮
による氾濫、土砂災害の危険性も高い。離島も
抱える東京都では、今後もさまざまな災害が起
こる可能性があり、各自治体の地域特性に応じ
た計画の策定が急がれる。

策
定
済
み

�

２
区
市
の
み

国土強靱化地域計画の策定状況
〈東京都〉

自治体数 全62区市町村
策定済み 2区市

策定中 8区村

策定予定 16区市村

検討中 27区市町村

策定予定なし 9区市村
（2020年8月1日現在）



2020年（令和２年）9月16日（水曜日）（3） ～防災・減災、国土強靱化特集～

「防災・減災」が主流となる社会へ

　

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
社
会
資

本
整
備
の
分
野
で
も
必
要
不
可
欠
な

存
在
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

政
府
が
７
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
０
」
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト
化
を
進

め
、
今
後
策
定
す
る
次
期
社
会
資
本

整
備
重
点
計
画
を
貫
く
原
則
と
位
置

付
け
る
と
さ
れ
た
。
特
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
や
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス
全
体
で
３

次
元
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
ｉ
‐
Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
を
推
進

し
、
中
小
建
設
業
を
含
め
、
広
域
連

携
も
図
り
つ
つ
、
全
国
的
な
浸
透
に

つ
な
げ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
が
進
む
中
で
予
防
保
全
に
基
づ

く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
徹
底

し
、
そ
の
際
に
新
技
術
や
デ
ー
タ
利

活
用
に
よ
る
効
率
化
・
高
度
化
を
目

指
し
て
い
く
。

　

国
土
交
通
省
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
と
し
た
非
接

触
・
リ
モ
ー
ト
型
の
働
き
方
へ
の
転

換
と
抜
本
的
な
生
産
性
や
安
全
性
向

上
を
図
る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
分
野
の

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
、
省
内

横
断
的
な
施
策
の
検
討
に
入
っ
た
。

　

Ｄ
Ｘ
の
概
念
は
、
進
化
し
た
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で

人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と

変
革
す
る
こ
と
。
国
交
省
で
は
、
イ

　
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
政
権
交
代
の

影
響
に
よ
り
、
目
の
敵
に
さ
れ
て
き

た
ダ
ム
の
存
在
が
今
、
改
め
て
見
直

さ
れ
て
い
る
。
昨
年
の
「
令
和
元
年

東
日
本
台
風
」
で
は
、
試
験
湛
水
中

だ
っ
た
八
ッ
場
ダ
ム
（
群
馬
県
）
を

は
じ
め
と
す
る
下
久
保
ダ
ム
（
群
馬

県
・
埼
玉
県
）
な
ど
、
利
根
川
上
流

の
ダ
ム
群
等
で
洪
水
を
貯
留
し
た
こ

と
で
越
水
の
回
避
に
つ
な
が
っ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

ま
た
九
州
地
方
を
中
心
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
今
年
の
「
令
和

２
年
７
月
豪
雨
」
で
も
完
成
済
み
の

ダ
ム
が
洪
水
調
節
効
果
を
発
揮
し

て
、
下
流
の
市
街
地
を
守
っ
た
事
例

が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
大
分
県
日
田

市
市
街
地
の
上
流
に
あ
る
松
原
ダ
ム

と
下
筌
ダ
ム
で
は
、
７
月
６
日
か
ら

８
日
の
大
雨
に
よ
り
ダ
ム
上
流
域
で

６
２
８
㎜
の
累
加
雨
量
を
観
測
し
た

が
、
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
を
行
っ

て
両
ダ
ム
に
福
岡
ド
ー
ム
約
15
杯
分

の
洪
水
を
貯
留
し
、
下
流
の
洪
水
被

害
を
減
ら
し
た
。
７
月
下
旬
の
前
線

と
低
気
圧
の
影
響
に
よ
る
豪
雨
で

は
、
山
形
県
内
の
最
上
川
水
系
で
計

画
高
水
位
を
超
え
る
観
測
史
上
最
高

水
位
を
更
新
し
た
も
の
の
、
寒
河
江

ダ
ム
や
白
川
ダ
ム
、
長
井
ダ
ム
の
洪

水
調
節
効
果
も
あ
っ
て
下
流
の
水
位

低
下
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
各
ダ
ム

を
視
察
し
た
足
立
敏
之
参
議
院
議
員

（
自
民
党
）
は
、
ダ
ム
が
大
き
な
洪

水
調
節
機
能
を
発
揮
し
て
被
害
軽
減

に
つ
な
が
っ
た
と
し
「
ダ
ム
は
効
果

が
あ
る
と
い
う
証
し
」
と
話
す
。
ま

さ
に
全
国
各
地
で
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
人
命
を
守
っ
て
い
る
」
の
だ
。

　

１
９
７
３
年
に
完
成
し
た
松
原
ダ

ム
と
下
筌
ダ
ム
は
、
10
年
以
上
に
わ

た
り
「
蜂
の
巣
城
紛
争
」
と
い
う
反

対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
有
名

だ
が
、
今
回
、
整
備
効
果
が
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
。
八
ッ
場
ダ
ム
に

関
し
て
は
、
本
体
工
事
が
入
札
公
告

さ
れ
た
後
に
一
旦
中
止
が
決
ま
っ
た

が
、
流
域
の
都
県
知
事
ら
の
反
対
を

受
け
て
検
証
が
実
施
さ
れ
、
結
果
的

に
事
業
継
続
が
決
ま
り
、
昨
年
度
の

完
成
に
至
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
７
月
の
豪
雨
に
よ
り

熊
本
県
の
球
磨
川
で
未
曾
有
の
被
害

が
発
生
し
た
。
球
磨
川
が
流
れ
る
人

吉
盆
地
は
球
磨
川
本
川
と
川
辺
川
の

合
流
点
に
あ
っ
て
水
が
集
ま
り
や
す

く
、
下
流
が
狭
窄
部
に
な
っ
て
い
る

た
め
歴
史
的
に
浸
水
被
害
が
頻
発
し

て
き
た
。
近
年
は
川
辺
川
ダ
ム
の
事

業
中
止
に
伴
い
「
ダ
ム
に
よ
ら
な
い

治
水
」
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
抜
本
的
な
対
策
に
は
至
ら
ず
悲

劇
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。

　

川
辺
川
ダ
ム
を
巡
っ
て
は
、
流
域

の
12
市
町
村
が
県
と
国
に
対
し
て
ダ

ム
建
設
を
含
め
た
洪
水
の
検
証
を
速

や
か
に
実
施
し
「
目
標
時
期
を
定
め

川
辺
川
ダ
ム
建
設
を
含
む
抜
本
的
な

治
水
対
策
を
講
ず
る
べ
き
」
と
す
る

決
議
を
行
っ
た
こ
と
を
受
け
、
８
月

下
旬
に
球
磨
川
の
豪
雨
を
検
証
す
る

委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
。
検
証
結

果
を
踏
ま
え
て
出
さ
れ
る
結
論
は
、

全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

今
後
の
治
水
対
策
は
、
あ
ら
ゆ
る

関
係
者
が
流
域
全
体
で
行
う
「
流
域

治
水
」へ
の
展
開
が
進
む
見
通
し
で
、

ハ
ー
ド
対
策
も
ソ
フ
ト
対
策
も
重
要

と
な
る
。
ダ
ム
カ
ー
ド
、
ダ
ム
カ
レ

ー
、
ダ
ム
再
生
な
ど
、
ダ
ム
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
本

当
に
「
ダ
ム
は
ム
ダ
」
な
の
か
。
水

災
害
リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
令
和

の
時
代
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
、
各
河
川
で
真
に
必
要
な
治

水
対
策
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
間
違
っ
て
も
行
政
の
不

作
為
や
「
人
災
」
に
よ
り
、
本
来
守

る
こ
と
が
で
き
た
命
を
守
れ
な
い
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

携
強
化
や
効
率
的
か
つ
迅
速
な
支
援

活
動
を
行
う
た
め
の
制
度
改
善
・
体

制
構
築
を
目
指
し
、
発
災
後
の
現
地

で
の
被
災
調
査
を
被
災
自
治
体
が
委

託
し
た
地
元
の
民
間
業
者
が
実
施
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
災
害
対
応

や
契
約
方
法
等
を
見
直
す
こ
と
で
、

意
欲
が
あ
り
、
技
術
を
持
つ
民
間
業

者
の
活
躍
を
後
押
し
す
る
。

　

業
界
か
ら
は
「
発
注
者
ご
と
に
災

害
協
定
の
記
載
内
容
や
手
続
き
等
に

ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
標
準
化
が
進
ん

で
い
な
い
」「
発
注
者
の
口
頭
要
請
の

み
で
活
動
に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

「
被
災
現
場
は
通
常
よ
り
危
険
で
、

従
業
員
へ
の
特
別
な
手
当
や
補
償
等

を
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ

た
声
が
あ
り
、
災
害
時
の
支
援
活
動

を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
ま
と
め
た
基
本
的
な
考
え
方

で
は
▽
災
害
協
定
の
改
善
・
標
準
化

▽
災
害
時
の
入
札
契
約
等
の
適
正
・

効
率
化
▽
災
害
時
の
連
携
体
制
の
構

築
▽
建
設
業
・
建
設
関
連
業
が
果
た

す
社
会
的
役
割
の
理
解
促
進
―
を
４

つ
の
柱
に
据
え
た
。
今
後
、
地
方
整

備
局
や
都
道
府
県
等
と
年
度
内
に
取

り
組
み
を
具
体
化
し
、
２
０
２
１
年

度
か
ら
実
施
可
能
な
項
目
の
運
用
を

目
指
し
て
い
く
。

　

自
ら
が
被
災
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
災
害
時
に
は
真
っ
先
に
駆
け

付
け
、
応
急
作
業
に
尽
力
す
る
地
域

の
業
者
の
社
会
的
評
価
を
上
げ
る
た

め
に
も
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
尊

敬
さ
れ
る
存
在
に
な
る
よ
う
な
環
境

整
備
が
急
が
れ
る
。

ン
フ
ラ
の
整
備
・
維
持
管
理
の
み
な

ら
ず
、
対
面
主
義
に
と
ら
わ
れ
な
い

建
設
現
場
の
新
た
な
働
き
方
や
イ
ン

フ
ラ
点
検
に
お
け
る
熟
練
技
能
者
の

判
断
結
果
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
に

学
ば
せ
、
誰
で
も
す
ぐ
に
現
場
で
活

躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
デ
ジ
タ
ル

化
も
進
め
、
２
０
２
３
年
度
ま
で
に

小
規
模
な
も
の
を
除
く
全
て
の
公
共

工
事
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

活
用
へ
の
転
換
を
実
現
す
る
。
さ
ら

に
、
現
場
と
研
究
所
が
連
携
し
た
推

進
体
制
も
構
築
し
て
い
く
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
未

来
で
は
、
建
設
業
の
仕
事
も
Ｄ
Ｘ
に

よ
る
劇
的
な
進
化
を
遂
げ
る
こ
と
に

な
る
は
ず
だ
。

新
時
代
の
潮
流
に
乗
れ

デ
ジ
タ
ル
・
ス
マ
ー
ト
化

ダ
ム
で
洪
水
被
害
軽
減

存
在
感
増
す
地
域
業
者

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
人
命
守
る

イ
ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
の
効
果

インフラ分野にもＤＸを

「ダムはムダ」なのか

災害時の民間活躍後押し

　

地
域
に
精
通
し
、「
地
域
の
守
り

手
」
と
し
て
活
躍
す
る
建
設
業
界
に

と
っ
て
、
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
土
交
通
省

は
、
建
設
業
お
よ
び
建
設
関
連
業
５

団
体（
日
本
建
設
業
連
合
会
、全
国
建

設
業
協
会
、
全
国
測
量
設
計
業
協
会

連
合
会
、
全
国
地
質
調
査
業
協
会
連

合
会
、建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
）

と
災
害
対
応
時
の
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
、
今
後
の
取
り
組
み

の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
。

　

国
交
省
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
と
の
連

（写真上）整備効果を発揮した下筌ダム。
（写真下）川辺川ダム建設予定地を視察する
足立議員（手前）【提供：足立敏之事務所】

国民
公共事業への理解の浸透

　（ＢＩＭ／ＣＩＭ等３次元データの活用など）
災害による被害の軽減等の実感

　（ＡＲ／ＶＲによる災害のバーチャル体験など）

職員
在宅勤務などの働き方の実現

（遠隔現場臨場など）
所掌横断的な対応の実現
（各種データベースの連携など）

業界
安全で快適な労働環境の実現

（建設機械の遠隔操作など）
建設業の誇りと魅力の向上

（新３Ｋ実現による建設現場のイメージアップなど）

今後の取り組みの基本的な考え方

災害協定の改善・標準化
〇�建設業・建設関連業の特性に応じ
た、効果的な協定とするための記
載項目や運用手続きの改善と発注
者間での標準化

1
災害時の連携体制の構築
〇�地方整備局、地方自治体、各業界
団体等の連携体制の構築に向けた
新たな仕組みづくり（災害対応の
優先順位の明確化など）

3

災害時の入札契約等の適正・
効率化
〇入札契約の適正・効率化
〇被災現場の特性を考慮した積算
〇�迅速な復旧のための事務の迅速・
効率化

2
建設業・建設関連業が果た
す社会的役割の理解促進
〇�発注者による協定に基づく支援活
動の積極的広報
〇�ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥと団体独自の
取り組みの連携強化

4
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命と暮らしを守る国土強靱化を

県
「
２
項
目
で

�
努
力
要
す
る
」

　

計
画
を
策
定
し
た
県
で
は
総
合
的

な
評
価
を
実
施
し
、
有
識
者
等
か
ら

構
成
す
る
計
画
推
進
専
門
委
員
会
の

助
言
を
受
け
、
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
公
表
し

て
い
る
。
最
新
の
結
果
を
見
る
と
、

取
り
組
み
は
18
項
目
に
わ
た
り
、そ

の
う
ち
16
項
目
が
「
目
指
す
姿
の
達

成
に
向
け
て
順
調
に
進
ん
で
い
る
も

の
と
評
価
し
て
い
る
」
と
し
た
。

　

残
る
２
項
目
に
つ
い
て
「
順
調
」

と
表
し
た
も
の
の
「
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
・
通
行
の
確
保
」の
取
り

組
み
で
は
「
緊
急
輸
送
道
路
の
沿
道

建
築
物
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
努
力

を
要
す
る
も
の
」と
評
し
た
。「
安
全

町
、
鳩
山
町
、
皆
野
町
、
越
生
町
で

は
、
早
け
れ
ば
21
年
度
に
策
定
に
着

手
す
る
。
そ
の
ほ
か
22
年
度
に
飯
能

市
、
23
年
度
に
は
羽
生
市
、
小
鹿
野

町
が
そ
れ
ぞ
れ
計
画
策
定
に
入
る
予

定
だ
。27

市
町
村

�

「
検
討
中
」と
回
答

　

検
討
中
の
自
治
体
は
所
沢
市
な
ど

27
市
町
村
に
上
る
。
検
討
中
の
段
階

も
さ
ま
ざ
ま
で
、
久
喜
市
や
毛
呂
山

町
、
と
き
が
わ
町
、
東
秩
父
村
な
ど

は
「
職
員
が
勉
強
中
」「
情
報
収
集

に
努
め
る
」
と
回
答
し
、
勉
強
段
階

を
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。
ま
た
鶴
ヶ

島
市
や
日
高
市
、
神
川
町
な
ど
の
よ

う
に
、
担
当
部
署
が
定
ま
っ
て
い
な

い
自
治
体
も
見
受
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
滑
川
町
、
嵐
山
町
の

担
当
者
は「
今
後
検
討
」と
述
べ
、
ま

だ
検
討
に
入
っ
て
い
な
い
状
況
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。杉
戸
町
で
は「
近
隣

自
治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
、
検
討
し

た
い
」と
横
並
び
を
気
に
し
て
い
る
。

寄
居
町
は
「
人
材
不
足
」
を
策
定
遅

延
の
理
由
に
挙
げ
た
。
富
士
見
市
に

至
っ
て
は
「
策
定
す
る
か
ど
う
か
も

検
討
中
」
と
示
す
に
と
ど
ま
っ
た
。

９
市
で

�

「
策
定
予
定
な
し
」

　

策
定
予
定
が
な
い
と
回
答
し
た
自

治
体
は
９
市
。
内
訳
は
蕨
市
、
北
本

市
、
桶
川
市
、
上
尾
市
、
朝
霞
市
、

和
光
市
、
新
座
市
、
川
越
市
、
入
間

市
。
県
南
地
域
、
県
西
地
域
に
多
い

傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
中

核
市
の
川
越
市
は
「
策
定
を
行
う
た

め
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
」
と
現

状
を
説
明
。
入
間
市
で
は
「
手
が
回

っ
て
い
な
い
」
と
話
し
、
通
常
業
務

の
繁
忙
に
追
わ
れ
て
い
る
よ
う
す
が

う
か
が
え
た
。

　

新
座
市
、
上
尾
市
は
「
具
体
的
な

動
き
は
な
い
」「
課
題
と
捉
え
て
い

る
」
と
一
歩
引
い
た
回
答
を
示
し
て

い
る
。ま
た
、北
本
市
や
桶
川
市
な
ど

の
よ
う
に
担
当
部
署
も
決
ま
っ
て
い

な
い
状
況
が
分
か
っ
た
。
蕨
市
、
和

光
市
は
「
国
や
県
の
動
向
を
参
考
に

し
た
い
」と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

県
内
の

�

半
数
以
上
が
未
着
手

　

県
内
64
県
市
町
村
の
う
ち
「
策
定

済
み
」「
策
定
中
」「
策
定
予
定
」
は

計
28
県
市
町
。
策
定
着
手
で
き
て
い

　

埼
玉
県
内
64
県
市
町
村
の
国
土
強
靱
化
地
域
計
画（
W
）の
策
定
状
況
（
８
月
21
日
時
点
）
ま
と
め
た
。
県
内
の
策

定
率
は
約
６
％
と
低
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
県
が
２
０
１
６
年
度
末
に
策
定
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
17
年
度

末
に
さ
い
た
ま
市
、
春
日
部
市
、
19
年
度
末
に
は
熊
谷
市
が
仕
上
げ
た
。
４
県
市
に
続
く
形
で
11
市
町
が
着
手
中
。

三
郷
市
が
９
月
に
策
定
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
川
口
市
な
ど
残
る
10
市
町
も
20
年
度
末
に
ま
と
め
る
見
込
み
だ
。

ま
た
策
定
予
定
は
13
市
町
、
検
討
中
が
27
市
町
村
に
上
る
。
策
定
予
定
が
な
い
自
治
体
が
９
市
に
及
ぶ
こ
と
も
分
か

っ
た
。
県
内
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
、
一
日
も
早
い
計
画
策
定
が
待
た
れ
る
。（
詳
細
は
別
表
参
照
）

策
定
率
６
％
で
低
水
準

�

県
南
地
域�

特
に
危
機
意
識
を

【策定済み】
自治体名 備　考
埼玉県 2017年3月に策定。
さいたま市 2018年3月に策定。
熊谷市 2020年3月に策定。
春日部市 2018年3月に策定。

【策定中】
自治体名 備　考
川口市 2021年3月までに策定。
鴻巣市 2021年3月までに策定。
戸田市 2021年3月までに策定。

志木市 素案の確認中、2021年3月までに終
える予定。

三郷市 2020年9月に策定予定。
深谷市 2021年3月までに策定。
加須市 2020年度末までに策定予定。
本庄市 2021年3月までに策定。
上里町 2021年3月までに策定。
美里町 2021年3月までに策定。
横瀬町 2021年3月までに策定。

【策定予定】
自治体名 備　考

小川町
2021年度に業務委託を予定。同年度
末に策定し、22年度からの運用を目
指す。

鳩山町
2021年度に着手したい。業務委託す
るかは未定。いずれにしても22年度
からの運用を目指す。

羽生市 2021～22年度に計画検討、23年度に
策定予定。

越谷市
改定作業中の地域防災計画などの状
況を踏まえ、早ければ2021年度、難
しければ22年度に策定予定。

秩父市
検討中。2021年度には着手したい。
予算やスケジュールの検討などを行
っている。

皆野町 2021年度に策定予定。

小鹿野町
早くて3年後に着手予定。春日部市
のように総合振興計画の中に組み込
む考え。

伊奈町 2021年度に単年度で策定予定。
飯能市 2022年度策定を目標にしている。
三芳町 2020年度中に策定したい。
越生町 2021～22年度には策定したい。

川島町
2020年度中に策定したい。総合振興
計画策定に併せて予定しているがコ
ロナ禍で遅れている。

草加市 2020年度中の策定はコロナ禍の影響
で断念。21年度以降の策定を目指す。

【検討中】
自治体名 備　考
滑川町 今後、庁内の検討に入りたい。

嵐山町 これから検討すべき課題と認識して
いる。

県内の国土強靱化地域計画 策定状況一覧（8月21日時点）

な
い
「
検
討
中
」「
策
定
予
定
な
し
」

が
３
６
市
町
村
と
な
り
、
未
着
手
が

半
数
以
上
に
及
び
、
県
内
の
取
り
組

み
状
況
で
明
暗
が
分
か
れ
た
形
だ
。

さ
ら
に
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、
美

里
町
、
上
里
町
、
横
瀬
町
の
3
町
が

20
年
度
末
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
策
定
す
る
か
ど
う
か
は
自
治
体

の
規
模
で
は
な
く
、
策
定
す
る
意
識

の
問
題
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

　

未
着
手
の
市
町
で
は「
人
材
不
足
」

「
手
が
回
っ
て
い
な
い
」「
担
当
部

署
が
決
ま
っ
て
い
な
い
」「
勉
強
中
」

と
消
極
的
な
理
由
で
作
業
が
滞
っ
て

い
る
。「
予
定
な
し
」
は
、
い
ず
れ

も
市
制
を
敷
く
県
南
、
県
西
の
自
治

体
ば
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、

昨
年
の
令
和
元
年
度
東
日
本
台
風
で

多
大
な
被
害
を
被
っ
た
川
越
市
が
、

国
土
強
靱
化
へ
の
取
り
組
み
に
一
歩

引
い
た
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は

意
外
と
も
言
え
る
。

低
水
準

�

脱
出
へ
危
機
感
を

　

近
年
相
次
ぐ
台
風
や
豪
雨
な
ど
の

被
害
は
、
悪
化
の
一
途
を
辿た

ど

っ
て
い

る
。
お
び
た
だ
し
い
被
害
は
、
人
命

や
イ
ン
フ
ラ
、
経
済
活
動
な
ど
に
文

字
通
り
深
い
傷
跡
を
残
し
た
。
県
内

で
は
多
く
の
河
川
が
流
れ
て
お
り
、

氾
濫
や
洪
水
な
ど
に
常
に
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
土
地
柄
に
あ
る
。
策

定
率
６
％
と
低
い
水
準
は
、
そ
の
ま

ま
自
治
体
の
「
意
識
の
低
さ
」
の
結

果
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

　

人
命
や
社
会
活
動
が
懸
か
っ
て
い

る
以
上
、
人
材
不
足
や
繁
忙
を
理
由

に
遅
ら
せ
て
い
い
こ
と
で
は
な
い
。

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
、
各
自
治
体
は
数
多
く
あ
る
計

画
の
一
つ
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

危
機
意
識
を
持
ち
、
早
急
に
取
り
組

む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ときがわ町 職員が勉強中。前向きに検討する
が、運用開始時期は決まっていない。

東秩父村 職員が勉強中。引き続き情報収集に
努める。

行田市 策定時期は未定。
久喜市 2020年度は情報収集段階。
幸手市 近隣自治体の情報を収集。

杉戸町 近隣自治体の状況を踏まえて計画検
討。

白岡市 2021年度以降に検討本格化の予定。

宮代町 近隣自治体の動向を踏まえ、2021年
度以降に検討開始したい考え。

蓮田市 早ければ2021年度に検討本格化。
松伏町 策定に向け検討中。
吉川市 策定時期は未定。
八潮市 2021年度以降に策定。

寄居町 策定予定。人材不足により進んでい
ない状況。そのため策定時期が未定。

神川町
時期未定だが策定予定。総合政策
課、防災環境課のどちらが行うか協
議中。（補助金の絡みがあるため）

長瀞町 策定予定だが、時期未定。県から依
頼は来ている。

所沢市 どの部署が主体になるかなどを検討
している段階。

東松山市 策定予定だが、時期未定。
狭山市 策定予定だが、時期未定。

富士見市 時期は未定。策定するかどうかも検
討中。

坂戸市 時期は未定。

鶴ヶ島市 時期は未定だが、早めに策定した
い。担当部署をどこにするか検討中。

日高市 時期は未定。担当部署をどこにする
か検討中。

ふじみ野市 時期は未定。計画の位置付けなどさ
まざまな検討事項がある状況。

毛呂山町 時期は未定。策定を行うための情報
収集に努めている。

吉見町 時期は未定。識者を集めた会議が開
催できていない状況。

【策定予定なし】
自治体名 備　考

蕨市 国等の動向を見ながら前向きに検討
している。

北本市 担当する部署も決まっていない。
桶川市 担当部署も定まっていない。
上尾市 課題と捉えてはいる。
朝霞市 具体的な動きはない。
和光市 県の計画を参考にしたい。
新座市 具体的な動きはない。

川越市 策定を行うための体制が整っていな
い。

入間市 手が回っていない状況。

埼
玉
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2020
開
催

一日も早い策定を国土強靱化地域計画

W
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

　

東
日
本
大
震
災
な
ど
過
去
の

大
規
模
災
害
を
教
訓
に
し
た
国

土
強
靭
化
基
本
法
（
２
０
１
３

年
策
定
）に
基
づ
く
地
域
計
画
。

国土強靱化地域計画の策定状況
〈埼玉県〉

自治体数 全64県市町村
策定済み 4県市
策定中 11市町
策定予定 13市町
検討中 27市町村

策定予定なし 9市
（2020年8月21日時点）

な
水
の
早
期
供
給
再
開
と
施
設
の
災

害
対
応
力
強
化
」も「
基
幹
管
路
の
耐

震
適
合
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
努
力

を
要
す
る
も
の
」と
評
価
し
て
い
る
。

11
市
町
が

�

20
年
度
末
に
完
了

　

策
定
作
業
が
進
む
自
治
体
は
１
１

市
町
だ
。
９
月
策
定
予
定
の
三
郷
市

を
は
じ
め
、
20
年
度
末
に
は
川
口

市
、
鴻
巣
市
、
戸
田
市
、
志
木
市
、

深
谷
市
、
本
庄
市
、
加
須
市
、
上
里

町
、
美
里
町
、
横
瀬
町
が
ま
と
め
る

予
定
。
志
木
市
で
は
素
案
の
確
認
を

急
い
で
い
る
。

13
市
町
で

�

策
定
作
業
本
格
化

　

策
定
予
定
の
自
治
体
は
13
市
町
。

羽
生
市
、
越
谷
市
、
草
加
市
、
秩
父

市
、飯
能
市
、皆
野
町
、小
鹿
野
町
、

伊
奈
町
、
三
芳
町
、
越
生
町
、
川
島

町
、
小
川
町
、
鳩
山
町
と
な
っ
て
い

る
。
草
加
市
は
20
年
度
中
の
策
定
を

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
断
念
、
21
年
度

以
降
の
策
定
を
目
指
す
。
川
島
町
も

コ
ロ
ナ
禍
で
作
業
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　

ま
た
越
谷
市
、
伊
奈
町
、
小
川 



2020年（令和２年）9月16日（水曜日）（5） ～防災・減災、国土強靱化特集～埼　玉

「防災・減災」が主流となる社会へ

入
場
前
に
体
温
測
定
を
実
施

伊田テクノス株式会社
代表取締役社長　楢﨑　　亘
東松山市松本町2－1－1
☎0493－22－1170
℻  0493－22－0091

株式会社 斎　藤　組
代表取締役　齊藤　公志郎

秩父市下影森163
☎0494－22－5505
℻  0494－22－3134

小川工業株式会社
代表取締役　小川　貢三郎
行田市桜町1－5－16
☎048－554－4111
℻  048－553－3535

平岩建設株式会社
代表取締役社長　平岩　敏和

所沢市南住吉8－19
☎04－2923－2221
℻  04－2923－2212

株式会社 加藤建設工業
代表取締役　髙野　　修
飯能市飯能399－1
☎042－974－1700
℻  042－974－3464

株式会社 カタヤマ
代表取締役　片山　雄一郎
さいたま市桜区西堀8－21－35

☎048－852－5000
℻  048－852－5029

代表理事　小沼　慎寿

さいたま市北区吉野町1－410－8
☎048－654－3988
℻  048－654－3976

　

会
場
と
な
っ
た
さ
い
た
ま
市
民
会

館
う
ら
わ
に
は
、
会
員
の
ほ
か
埼
玉

県
幹
部
ら
約
２
０
０
人
が
集
っ
た
。

冒
頭
に
埼
玉
県
建
設
業
協
会
の
伊
田

登
喜
三
郎
会
長
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
企
画
立
案
が
同
協
会
の
青
年
経
営

者
部
会
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
大
規
模
自
然
災

害
に
対
し
て
「
地
元
の
道
路
や
河
川

な
ど
の
緊
急
措
置
・
応
急
復
旧
が
で

き
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
地
域
建
設
業

だ
け
」
と
強
調
。
そ
の
上
で
「
地
域

の
守
り
手
と
し
て
、
社
会
的
責
務
を

適
切
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

趣
旨
説
明
で
登
壇
し
た
青
年
経
営

者
部
会
の
平
岩
敏
和
部
会
長
は
「
災

害
は
い
つ
も
突
然
、
待
っ
た
な
し
で

や
っ
て
き
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

災
害
対
応
事
例
を
学
ぶ
こ
と
で
会
員

企
業
の
皆
さ
ま
の
災
害
対
応
力
の
強

化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
県
政
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
大
野
元
裕
知
事
の
特

別
講
演
を
通
し
て
来
る
べ
き
災
害
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
参
加
者
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て
次
な
る
災
害
を
迎

え
撃
つ
心
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
く

機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
協
会
員
と
県
職
員
が
防
災
意

識
や
今
後
の
課
題
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
官
民
の
連
携
力
を
強
化
し
て
、

来
る
べ
き
災
害
の
被
害
を
最
小
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
」
と

述
べ
た
。

　

第
１
部
で
は
昨
年
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚

熱
）、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に
よ

る
災
害
対
応
事
例
紹
介
が
行
わ
れ

た
。
具
体
的
に
は
▽
都
幾
川
右
岸
緊

急
復
旧
（
比
企
支
部
）
▽
Ｃ
Ｓ
Ｆ
対

応
事
例
（
秩
父
支
部
）
▽
埼
玉
県
災

害
対
応
活
動
状
況
（
県
土
整
備
部
）

―
―
に
つ
い
て
、
最
前
線
で
何
が
起

こ
っ
て
ど
う
対
応
し
た
か
を
説
明
。

来
場
者
と
の
質
疑
応
答
を
重
ね
、
認

識
共
有
を
図
っ
た
。

　

第
２
部
は
大
野
知
事
が
「
次
な
る

災
害
に
備
え
る
強
靭
な
埼
玉
の
構

築
」
と
題
し
て
特
別
講
演
を
行
っ

た
。
大
野
知
事
は
「
災
害
対
策
、
強

靭
化
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
」
と
話

し
た
上
で
、
会
員
各
社
に
協
力
を
要

請
し
た
。

　

講
演
の
中
で
埼
玉
県
の
水
害
の
歴

史
や
地
震
被
害
想
定
な
ど
を
紹
介
。

県
土
強
靭
化
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
強
靭
な
道
路
網
の
構
築
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
整
備
を
重
視
す
る
姿

勢
を
鮮
明
に
し
た
。
加
え
て
河
川
情

報
の
収
集
・
発
信
、
防
災
訓
練
な
ど

の
ソ
フ
ト
対
策
も
強
化
し「
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
一
体
的
な
強
靭
化
」
の
実

現
を
宣
言
。
ま
た
危
機
管
理
の
要
諦

は
「
想
像
力
」
と
「
準
備
」
に
あ
る

と
唱
え
た
。

　

講
演
後
は
『
頑
張
ろ
う
コ
ー
ル
』

に
移
り
、
青
年
経
営
者
部
会
の
片
山

雄
一
郎
幹
事
ら
が
登
壇
。「
埼
玉
の

た
め
に
一
致
団
結
し
て
頑
張
ろ
う
」

と
コ
ー
ル
し
た
。

　

閉
会
に
当
た
り
建
協
の
小
川
貢
三

郎
副
会
長
は
「
１
０
０
年
に
一
度
の

災
害
が
毎
年
あ
る
、
そ
ん
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
、
大
雪
、
地
震
な
ど
、
明
日
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
備
え
て

わ
れ
わ
れ
地
元
の
建
設
業
者
は
、
地

元
の
守
り
手
と
し
て
、
し
っ
か
り
と

準
備
を
怠
ら
ず
、
い
つ
で
も
緊
急
出

動
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
覚
悟
を
決
め

て
、
明
日
か
ら
い
つ
で
も
出
動
で
き

る
体
制
を
各
社
、
ぜ
ひ
構
築
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　

官
民
の
連
携
を
強
化
し
、
次
な
る
災
害
を
迎
え
撃
つ
―
―
。

埼
玉
県
建
設
業
協
会
と
同
協
会
青
年
経
営
者
部
会
が
８
月
27
日

に
開
い
た
埼
玉
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
０
で
、
会
員
各
社

は
災
害
対
応
力
の
強
化
を
誓
い
合
っ
た
。
い
つ
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
巨
大
災
害
に
対
し
て
、
地
域
の
守
り
手
と
し
て
い
つ

で
も
緊
急
出
動
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
る
。
大
野
元
裕
県
知

事
は
特
別
講
演
で
「
強
靭
な
埼
玉
の
構
築
」
を
進
め
る
考
え
を

強
調
。
実
行
に
向
け
た
裏
付
け
と
し
て
、
２
０
２
０
年
度
当
初

予
算
に
お
け
る
公
共
事
業
予
算
は
１
０
１
６
億
円
と
過
去
10
年

間
で
最
大
と
な
っ
て
い
る
。

小川貢三郎 副会長 大野元裕 知事 平岩敏和 部会長 伊田登喜三郎 会長

コロナ対策で声は出さずに団結した片山雄一郎 幹事が力強くコール
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（6）2020年（令和２年）9月16日（水曜日）～防災・減災、国土強靱化特集～ 茨　城

命と暮らしを守る国土強靱化を

昨年９月に千葉県を襲った台風15号では、
石津会長自らが支援物資を届けた　　　　

石
津
健
光
氏
に
聞
く

茨
城
県
建
設
業
協
会 

会
長

昨秋の台風19号水害では、建設業協会が団結して被災
地で浸水した家具などの収集活動に取り組んだ　　　

　いしづ・たけみつ　1950年9月12日生まれ。神栖市出身。2015年1月か
ら常総開発工業㈱取締役会長。18年5月から県建設業協会会長、日本アス
ファルト合材協会会長、県アスファルト合材協会会長などとしても活躍
している。好きな言葉は「一期一会」。以前に体調を崩してからは特に健
康管理に気を付けている。

建設業者は地域の「守り手」
　

茨
城
県
で
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
津
波
や
家
屋
倒
壊
な
ど
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
15
年

９
月
に
は
鬼
怒
川
が
決
壊
し
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。
昨
年
10
月
に
は
那
珂
川
や
鬼
怒
川
で
も
堤
防
が
決

壊
し
、
越
水
も
多
数
発
生
す
る
な
ど
、
自
然
災
害
の
猛
威
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
ん
な
自
然
災
害
が
発
生
し

た
際
、
被
災
現
場
に
い
ち
早
く
赴
き
、
道
路
啓
開
な
ど
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
地
域
の
建
設
業
者
で
あ
る
。

地
域
建
設
業
者
の
集
ま
り
が
県
建
設
業
協
会
。
同
協
会
で
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
「
地
域
の
守
り

手
」
と
し
て
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。
石
津
健
光
会
長
に
国
土
強
靱
化
の
必
要
性
な
ど
を
聞
い
た
。

�

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
行
い
ま
し
た
）

す
。
で
す
か
ら
、
現
実
に
起
こ
っ
て

い
る
災
害
を
基
に
災
害
対
策
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
だ
と

思
い
ま
す
。

　

近
年
の
水
害
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
堤
防
が
決
壊
し
た
箇
所
も
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
水
害
は
越
水
で
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
堤
防

で
は
防
げ
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提

に
、
対
策
を
考
え
、
実
行
に
移
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
県
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
生
活
環
境
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
、
強
靱
化
対
策
は
計
画
的
、
継

続
的
に
進
め
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。
緊
急
対
策
の
継
続
、
国
土
強
靱

化
に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
強
く
要

望
す
る
も
の
で
す
。

　

公
共
事
業
や
土
木
事
業
は
、
住
民

の
財
産
と
命
を
守
る
た
め
に
行
う
も

の
で
す
。
そ
う
い
う
認
識
を
い
ま
一

度
、
住
民
の
方
に
も
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

　

－

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
多
く
の
予
算
が
投
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
石
津　

コ
ロ
ナ
対
策
も
喫
緊
の
課

題
と
し
て
大
変
に
重
要
で
あ
る
こ
と

は
十
分
に
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
と
い
う
こ
と
で
は
コ
ロ
ナ
対
策

も
強
靱
化
対
策
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
強
靱
化
対
策
を

一
緒
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
地
域
住

民
が
一
番
望
ん
で
い
る
こ
と
で
す

し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

一
向
に
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
中
、
経
済
活
動
の
低
迷
に
よ

る
民
間
建
設
需
要
の
減
少
が
心
配
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
各
自
治
体
で
は
コ
ロ
ナ
対
策

に
多
大
な
労
力
と
予
算
を
要
し
て
お

り
、
直
轄
事
業
や
補
助
事
業
の
財
源

の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
と
の
声
も

聞
か
れ
、
公
共
事
業
費
へ
影
響
も
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

－
地
域
の
建
設
業
は
「
地
域
の
守

り
手
」
と
し
て
の
役
割
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　
石
津　

災
害
時
に
は
国
や
県
な
ど

と
の
災
害
協
定
に
基
づ
き
、
現
場
に

い
ち
早
く
駆
け
付
け
て
応
急
復
旧
に

あ
た
っ
て
い
る
の
は
、
地
域
の
建
設

業
者
で
す
。

　

建
設
業
者
の
役
割
が
重
要
な
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
関
連
す
る
産

業
と
連
携
を
深
め
て
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
対
応
で
き
る
よ
う
に
意
識
を

高
め
、
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て

お
く
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

建
設
業
協
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
本
会
は
12

支
部
あ
り
ま
す
か
ら
、
被
災
し
た

地
域
の
支
部
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

〝
オ
ー
ル
茨
城
〟
の
意
識
で
他
の
支

部
が
応
援
に
駆
け
付
け
る
こ
と
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
19
号
被
害
で
は
、
浸

水
被
害
が
大
き
か
っ
た
久
慈
川
と
那

珂
川
流
域
の
応
急
復
旧
活
動
は
地
元

の
支
部
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
対
応

し
ま
し
た
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に

対
し
て
、
建
設
業
協
会
と
し
て
何
か

お
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
建
設
業
者
は

重
機
が
あ
る
、
人
手
も
あ
る
、
機
動

力
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
被
害
が

比
較
的
小
さ
か
っ
た
支
部
の
会
員
企

業
が
被
災
地
に
入
り
、
一
般
家
庭
か

ら
出
ま
し
た
災
害
ご
み
の
搬
出
や
運

搬
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従

事
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
住
民
の
方
か
ら
大

変
に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
の
様

子
は
テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
、
建
設

業
協
会
が
地
域
の
安
全
・
安
心
の
担

い
手
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　

－

地
域
の
建
設
業
が
「
守
り
手
」

の
役
割
を
今
後
も
果
た
し
て
い
く
た

め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
経
営
基

盤
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
石
津　

そ
の
と
お
り
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
「
地
域
の
守
り
手
」

と
し
て
の
取
り
組
み
を
今
後
も
強
化

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で

す
が
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て

建
設
業
界
と
し
て
若
い
担
い
手
の
確

保
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
近
い
将
来

「
地
域
の
守
り
手
」
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
災

害
対
応
に
支
障
が
出
て
し
ま
う
こ
と

も
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害

が
多
発
し
て
お
り
、
こ
と
し
も
７
月

に
は
熊
本
県
を
中
心
と
し
た
九
州
地

方
、
中
部
地
方
な
ど
で
集
中
豪
雨
が

発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
や
大
切

な
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
ま
し
て

も
、
国
土
強
靱
化
、
社
会
資
本
の
整

備
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
今
年
度
が
最
終
年
度

と
な
る
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
の

継
続
と
、
国
土
強
靱
化
に
必
要
な
公

共
事
業
費
の
確
保
を
強
く
要
望
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

－

近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害

が
多
発
し
、
茨
城
県
で
も
昨
年
、
台

風
15
号
や
19
号
に
よ
る
大
き
な
水
害

が
あ
り
ま
し
た
。
国
土
強
靱
化
の
必

要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
石
津　

本
年
も
台
風
の
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
が
、
日
本
近
海
で
海
水

温
が
上
が
っ
て
お
り
、
台
風
が
強
い

勢
力
の
ま
ま
上
陸
し
、
昨
年
の
台
風

15
号
や
19
号
の
よ
う
な
被
害
を
も
た

ら
さ
な
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
「
地
域
の
安
心
・
安
全

を
守
る
」
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
本
会

と
し
て
は
、
大
型
台
風
が
来
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
こ

と
が
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

－

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
は
本
年
度

で
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
は
継
続
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
石
津　

こ
れ
ま
で
「
想
定
内
」
の

災
害
対
策
は
さ
ま
ざ
ま
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
は
「
50
年

に
一
度
の
大
雨
」
の
よ
う
な
「
想
定

外
」「
規
格
外
」
の
水
害
が
毎
年
の

よ
う
に
発
生
し
て
い
る
の
も
事
実
で
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「防災・減災」が主流となる社会へ

関東地方整備局長から応急復旧作業で協会に感謝状が贈られた
（本年２月、前列左から５人目が石津会長）

想定外にも対応できる体制に

プ
ラ
イ
ド
持
ち
前
進

緊
急
対
策
は
継
続
を

県内20市町が策定
各種取り組み進む

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
対
策
を
国
土
強
靱
化

地
域
計
画

国土強靱化地域計画の策定状況
〈茨城県〉

自治体数 全44市町村

策定済み 20市町

策定中 11市村

策定予定 10市町

検討中 3町

策定予定なし なし
（2020年8月1日現在）

　

ま
た
茨
城
県
で
も
地
震
被
害
の
発

生
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

県
で
は
過
去
の
地
震
被
害
や
断
層

の
分
布
状
況
を
踏
ま
え
、
茨
城
県
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の

あ
る
７
つ
の
地
震
を
対
象
に
地
震
動

や
被
害
を
予
測
し
て
い
る
（
18
年
12

月
公
表
）。

　

県
が
策
定
し
た
国
土
強
靱
化
計
画

で
は
、
基
本
理
念
に
①
強
く
、
し
な

や
か
な
い
ば
ら
き
づ
く
り
②
首
都
直

下
地
震
等
発
生
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
能
の
充
実

－

を
掲
げ
る
。
こ
の
理

念
を
基
に
行
政
の
業
務
継
続
、
住
宅

や
建
築
物
な
ど
の
耐
震
化
、
河
川
改

修
や
総
合
的
な
土
砂
災
害
対
策
な
ど

の
県
土
保
全
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　

市
町
村
で
も
国
土
強
靱
化
地
域
計

画
に
基
づ
き
、
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
策
定
が
進
ん
で
い
な
い
市
町
村

に
は
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

　

茨
城
県
の
県
北
地
域
は
阿
武
隈
・

八
溝
山
系
の
山
々
が
連
な
り
、
太
平

洋
側
に
は
変
化
に
飛
ん
だ
海
岸
線
も

有
し
て
い
る
。
県
央
か
ら
県
南
西
地

域
は
肥
沃
な
平
地
が
広
が
る
。
河
川

も
多
く
、
道
路
延
長
も
長
い
。

　

こ
う
い
っ
た
茨
城
県
の
地
域
特
性

に
対
応
し
た
国
土
強
靱
化
へ
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◇

　

茨
城
県
内
44
市
町
村
の
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
の
策
定
状
況
は
次
の
と

お
り
（
20
年
８
月
１
日
現
在
）。

　

◆
策
定
済
み
＝
日
立
市
、
土
浦

市
、
古
河
市
、
笠
間
市
、
ひ
た
ち
な

か
市
、
潮
来
市
、
守
谷
市
、
那
珂

市
、
筑
西
市
、
坂
東
市
、
桜
川
市
、

行
方
市
、
鉾
田
市
、
小
美
玉
市
、
茨

城
町
、
大
洗
町
、
大
子
町
、
阿
見

町
、
五
霞
町
、
境
町

　

◆
策
定
中
＝
水
戸
市
、
石
岡
市
、

龍
ケ
崎
市
、
常
総
市
、
高
萩
市
、
鹿

嶋
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
、
神
栖

市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、
東
海
村
、

美
浦
村

　

◆
策
定
予
定
＝
結
城
市
、
下
妻

市
、
常
陸
太
田
市
、
北
茨
城
市
、
取

手
市
、
牛
久
市
、
つ
く
ば
市
、
常
陸

大
宮
市
、
稲
敷
市
、
城
里
町

　

◆
検
討
中
＝
河
内
町
、
八
千
代

町
、
利
根
町

　

◆
策
定
予
定
な
し
＝
な
し

　

内
閣
府
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
茨

城
県
内
の
44
市
町
村
で
本
年
８
月
１

日
ま
で
に
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を

策
定
し
た
の
は
20
市
町
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
策
定
中
は
11
市
村
、
策
定
予

定
は
10
市
町
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
41
市
町
村
と
、
多
く
の
市

町
村
が
策
定
済
み
か
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
策
定
予
定
な
し
と
し
て

い
る
市
町
村
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
検
討

中
も
含
め
る
と
全
市
町
村
が
地
域
計

画
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

　

茨
城
県
で
は
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
で
も
津
波
被
害
が
発
生
。

近
年
で
は
15
年
９
月
の
関
東
・
東
北

豪
雨
で
鬼
怒
川
の
堤
防
決
壊
や
越
水

で
常
総
市
な
ど
が
多
大
な
被
害
を
受

け
た
。

　

19
年
10
月
の
台
風
19
号
で
は
那
珂

川
や
久
慈
川
な
ど
が
氾
濫
し
、
県
内

各
地
で
浸
水
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

強靱化は不可欠
　

－

建
設
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育

成
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
石
津　

業
界
を
挙
げ
て
若
い
担
い

手
を
確
保
す
る
た
め
、
週
休
２
日
制

な
ど
の
働
き
方
改
革
、
生
産
性
向
上

の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
へ
の
対
応
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
働
き
方
改
革
へ
の
対
応

と
し
ま
し
て
、
昨
年
度
か
ら
県
内
公

共
工
事
の
一
斉
休
工
日
を
設
定
し
た

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
今
年
度

は
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
を
一
斉

休
工
日
に
設
定
す
る
な
ど
、
週
休
２

日
の
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。　

　

ま
た
建
設
業
の
合
同
企
業
説
明
会

を
開
催
し
た
り
、
会
員
企
業
の
求
人

情
報
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入

れ
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
「
い
ば
ら

き
建
設
業
就
職
応
援
サ
イ
ト
」
も
開

設
し
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
は
女
性

部
会
「
建
女
ひ
ば
り
会
」
も
立
ち
上

げ
、
女
性
も
活
躍
で
き
る
建
設
業
へ

の
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

会
員
の
若
手
経
営
者
で
組
織
す
る

建
設
未
来
協
議
会
で
は
担
い
手
確
保

へ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
活
動
で
あ
る

「
建
設
フ
ェ
ス
タ
」
は
、
こ
と
し
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
建
設
現
場
見
学

会
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
感
染

症
対
策
に
万
全
を
期
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
に
向
け
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
現
場
の
見
学
会
や
研
修
会
、

ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
育
成
講
習
会
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
19
号
の
際
に
は
本
会

が
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
被
災
状
況

を
撮
影
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
、
復

旧
活
動
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。　

　

－

茨
城
県
内
で
も
県
土
の
強
靱
化

を
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
所
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
石
津　

高
速
道
路
も
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
。

　

高
速
道
路
は
道
路
網
の
要
と
な
る

も
の
で
す
が
、
災
害
発
生
時
に
は
緊

急
輸
送
路
と
し
て
緊
急
物
資
の
輸
送

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

一
般
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
も
、

本
県
の
道
路
延
長
は
長
い
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
舗
装
率
は
低
い
の

で
す
。
道
路
の
整
備
は
、
避
難
路
と

い
う
国
土
強
靱
化
の
観
点
か
ら
も
、

経
済
対
策
と
し
て
も
大
変
に
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。
経
済
を
回
し
な
が

ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に
対
応
で
き
る

道
路
整
備
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

県
内
の
原
子
力
関
係
の
施
設
に
つ

き
ま
し
て
も
、
安
全
性
向
上
の
た
め

の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

県
も
巨
大
地
震
の
発
生
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で

も
重
要
な
工
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
本
県
は
、
長
い
海
岸
線
が
あ

り
ま
す
。

　

海
水
面
の
上
昇
が
世
界
各
地
で
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
豪
雨
で
利
根

川
河
口
の
水
位
が
上
が
り
、
太
平
洋

も
高
潮
で
旧
波
崎
地
区
が
冠
水
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
震
に
伴
う
津

波
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。
港
湾
を
含

め
て
海
岸
線
の
整
備
も
必
要
と
思
い

ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
対
策
は
長
い
期
間
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
を
見

据
え
た
取
り
組
み
が
必
要
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

－

我
が
国
に
は
自
然
豊
か
な
国
土

が
あ
り
ま
す
が
、
脆
弱
な
地
形
も
あ

り
ま
す
。

　
石
津　

県
内
に
限
ら
ず
、
八
ツ
場

ダ
ム
に
つ
い
て
も
昨
年
の
台
風
の
際

に
は
水
を
溜
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ダ
ム
が
無
く
て
水
が
下
流
に
流

れ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も

議
論
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

し
ょ
う
。

　

日
本
は
山
が
多
く
、
川
も
多
い
国

で
す
。
治
水
・
治
山
も
大
事
に
な
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
の
台
風
15
号
に

よ
っ
て
千
葉
県
で
は
送
電
線
に
被
害

が
あ
り
、
多
く
の
電
柱
が
倒
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
長
期
間
に
わ
た
る
停

電
、
通
信
が
途
絶
え
、
地
方
に
行
け

ば
行
く
ほ
ど
被
害
が
大
き
く
な
り
、

迅
速
な
応
急
復
旧
に
支
障
が
あ
り
ま

し
た
。

　

本
協
会
と
し
ま
し
て
も
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
な
ど
の
物
資
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
鴨
川
市
へ
は
屋
根
補
修

の
作
業
員
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
被
害
を
見
ま
す
と
、
無

電
柱
化
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
被
害
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
通
信

網
が
遮
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

－

国
土
強
靱
化
に
対
し
て
、
地
域

の
建
設
業
者
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い

け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
石
津　

建
設
業
者
は
地
域
の
「
守

り
手
」「
担
い
手
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
う

い
う
活
動
を
重
ね
て
い
け
ば
、
地
域

の
皆
さ
ん
は
建
設
業
の
大
切
さ
、
国

土
強
靱
化
の
重
要
性
に
理
解
を
示
し

て
く
だ
さ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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電
柱
１
９
９
６
本
の
倒
壊
、
長
期
に
わ

た
る
大
規
模
停
電
発
生
。
昨
年
９
月
関
東

地
方
に
上
陸
し
た
台
風
15
号
の
つ
め
跡
は

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
に
対
す
る
国
民
の
関
心
が
高
ま

る
な
か
、
本
企
画
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
柱

で
あ
る
電
力
供
給
網
を
い
か
に
強
靱
化
す

る
か
―
鍵
と
な
る「
無
電
柱
化
の
必
要
性
」

を
取
り
上
げ
た
い
。
国
内
の
無
電
柱
化

は
、
欧
米
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
の
主
要
都

市
と
比
較
し
て
も
大
き
く
後
れ
を
と
っ
て

い
る
。
後
塵
を
拝
す
る
要
因
は
電
柱
の
10

倍
と
も
い
わ
れ
る
コ
ス
ト
高
と
長
い
工

期
、
さ
ら
に
は
合
意
形
成
の
難
し
さ
か
ら

だ
。
し
か
し
な
が
ら
「
無
電
柱
化
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
施
行
か
ら
約
４
年
が
経

ち
、
一
歩
ず
つ
で
は
あ
る
が
確
か
な
歩
み

も
始
ま
っ
て
い
る
。
整
備
推
進
の
先
鞭
を

つ
け
る
国
土
交
通
省
・
東
京
都
か
ら
リ
ー

ダ
ー
２
人
の
寄
稿
と
と
も
に
、
国
・
都
・

市
区
町
村
の
取
り
組
み
、
課
題
、
最
新
動

向
を
取
材
し
た
。
ま
た
、
最
前
線
の
現
場

で
奮
闘
す
る
電
線
管
理
者
、
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
、
各
メ
ー
カ
ー
の
声
も
紹
介
す

る
。

　

11
月
10
日
は「
無
電
柱
化
の
日
」。
道
路

管
理
者
と
電
線
管
理
者
の
協
力
関
係
も
強

化
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
、国
民
の
関
心
と
理

解
を
高
め
、命
を
守
る
無
電
柱
化
へ
の
追

い
風
に
期
待
し
た
い
。

　

無
電
柱
化
は
、
東
京
の
防
災
力
を
高
め
て
、
都
民
が

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
「
セ
ー
フ
シ
テ
ィ
」
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
重
要
で
す
。
私
は
、
平
成
七
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
、
倒
壊
し
た
電
柱
が
避
難
や
救
助

の
妨
げ
に
な
っ
た
こ
と
を
み
ず
か
ら
経
験
し
、
防
災
の

観
点
か
ら
無
電
柱
化
の
必
要
性
を
こ
れ
ま
で
も
強
く
訴

え
て
き
ま
し
た
。

　

知
事
就
任
後
、
都
道
府
県
で
は
初
と
な
る
「
無
電
柱

化
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
併
せ
て
道
路
法
第
三
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
全
線
で
「
新
設
電
柱

の
禁
止
」
を
適
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
平
成

三
十
年
三
月
に
は
今
後
十
年
間
の
方
針
や
目
標
を
定
め

た
「
東
京
都
無
電
柱
化
計
画
」
を
策
定
し
、
昨
年
三
月

に
は
そ
の
整
備
計
画
を
改
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
度
末
に
は
、
セ
ン
タ
ー
・
コ
ア
・
エ
リ
ア
の
都

道
に
お
け
る
整
備
が
概
ね
完
了
す
る
な
ど
、
着
実
に
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

無
電
柱
化
を
面
的
に
進
め
る
に
は
、
都
内
の
道
路
延

長
の
約
九
割
を
占
め
る
区
市
町
村
道
に
お
け
る
取
組
も

重
要
で
す
。

　

都
は
現
在
、「
電
柱
を
増
や
さ
な
い
取
組
」
と
、「
電

柱
を
減
ら
す
取
組
」
の
両
方
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
無
電
柱
化
政
策
は
、
良
好
な
景
観

形
成
の
観
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近

年
、災
害
時
、電
柱
の
倒
壊
に
よ
る
長
期
に
及
ぶ
停
電
の

発
生
事
案
が
頻
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、「
道
路
の
防
災
性

の
向
上
」「
安
全
・
円
滑
な
交
通
の
確
保
」
の
観
点
か

ら
も
、大
変
重
要
な
施
策
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
の
無
電
柱
化
は
著
し
く
遅

れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
な
ど
の

欧
米
の
都
市
に
お
け
る
無
電
柱
化
率
は
１
０
０
％
で
あ

り
、
ま
た
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
で
も
、
台
北
は
96
％
、

ソ
ウ
ル
は
50
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
我
が
国
で

は
、
最
も
無
電
柱
化
が
進
ん
で
い
る
東
京
23
区
で
も
、

電
柱
が
な
い
道
路
の
割
合
は
僅
か
８
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
、
電
柱
倒
壊
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
２
０
１
８
年
の
台
風
21
号
で
は
、
近
畿
地
方
で
約

１
７
０
０
本
の
電
柱
が
倒
壊
し
、
延
べ
２
０
０
万
戸
を

超
え
る
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
同
年
９
月
の
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
前
代
未
聞
の
「
全
道
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
」が
発
生
し
、全
国
に
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
９
月
、
国
土
交
通
大
臣
に
就
任
し
た
直

後
に
上
陸
し
た
台
風
15
号
で
は
、
私
も
現
地
視
察
い
た

し
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
千
葉
県
な
ど
に
お
い
て
約
２

　

国
土
交
通
省
は
本
年
度
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
費

と
し
て
１
４
４
８
億
円
を
予
算
化
。
平
成
30
年
４
月
に
策
定
し
た
無
電
柱
化
推
進
計
画
に

基
づ
く
約
１
４
０
０
㎞
の
無
電
柱
化
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
無
電
柱
化
推
進
計
画
事

業
の
補
助
制
度
に
３
０
０
億
円
を
確
保
し
た
。こ
れ
は
、こ
れ
ま
で
の
交
付
金
と
異
な
り
、

使
い
道
が
限
定
さ
れ
る
補
助
金
と
す
る
こ
と
で
、
整
備
推
進
を
加
速
さ
せ
る
国
の
本
気
度

を
示
し
た
も
の
だ
。
加
え
て
無
電
柱
化
推
進
の
全
体
的
な
あ
り
方
を
ま
と
め
る
委
員
会
で

は
、
次
期
無
電
柱
化
推
進
計
画
の
策
定
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

　

数
あ
る
無
電
柱
化
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
低
コ
ス
ト
手

法
の
普
及
・
拡
大
」
と
「
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
」
を
掲
げ
る
。
具
体
的
に
は
新
技
術
・

新
工
法
の
導
入
・
普
及
を
図
り
、
設
計
時
の
コ
ス
ト
比
較
を
徹
底
す
る
こ
と
に
加
え
、
既

設
の
民
間
管
路
等
の
活
用
や
占
用
物
件
の
移
設
工
事
等
の
一
括
発
注
な
ど
を
推
し
進
め

る
。
包
括
発
注
に
よ
る
試
行
工
事
も
始
ま
る
。
関
係
省
庁
が
連
携
す
る
技
術
検
討
会（
仮
）

に
無
電
柱
化
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
を
設
置
し
て
「
無
電
柱

化
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
」
を
推
進
し
、
仕
組
み
を
確
立
し
た
い
考
え
。

　

電
線
管
理
者
へ
の
支
援
に
も
変
化
が
。
本
年
度
よ
り
、
直
轄
国
道
に
よ
る
道
路
地
下
に

設
け
た
単
独
地
中
化
に
係
る
占
用
料
は
徴
収
し
な
い
措
置
を
実
施
し
、
地
方
道
に
つ
い
て

も
国
が
準
じ
た
措
置
を
実
施
し
て
い
な
い
自
治
体
に
対
し
て
減
免
措
置
を
導
入
す
る
よ
う

に
通
達
し
た
。
無
電
柱
化
推
進
に
対
す
る
国
の
姿
勢
も
本
格
化
、
今
後
の
動
き
に
注
目
が

高
ま
り
そ
う
だ
。

東京都知事 小池 百合子 氏 国土交通大臣赤羽 一嘉 氏

　
「
減
ら
す
取
組
（
都
道
）」
と
「
増
や
さ
な
い
取
組
（
区
市
町
村
道
）」

―
。
東
京
都

内
の
無
電
柱
化
事
業
は
、
既
に
セ
ン
タ
ー
・
コ
ア
・
エ
リ
ア
（
首
都
高
速
道
路
中
央
環
状

線
（
Ｃ
２
）
内
側
）、
歩
道
２
・
５
ｍ
以
上
の
都
道
に
お
け
る
整
備
を
お
お
む
ね
完
了
、

着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

一
方
、
都
内
の
９
割
を
占
め
る
区
市
町
村
道
は
厳
し
い
。
全
長
２
万
㎞
超
の
う
ち
整
備

率
は
約
２
％
。
そ
の
要
因
は
電
線
類
の
収
容
場
所
に
な
る
歩
道
の
狭
さ
、
ま
た
は
歩
道
が

無
い
こ
と
か
ら
、
技
術
的
に
無
電
柱
化
が
困
難
で
あ
る
た
め
。
そ
こ
で
都
は
、
道
幅
の
狭

い
道
路
に
低
コ
ス
ト
手
法
を
導
入
す
る
事
業
等
に
対
し
て
全
額
補
助
す
る
『
無
電
柱
化
チ

ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
』
を
展
開
（
平
成
30
年
度
実
績
・
40
区
市
、
令
和
２
年
度
予
算
12
・

５
億
円
）
す
る
な
ど
手
厚
い
財
政
支
援
で
背
中
を
押
す
。
さ
ら
に
今
年
、
全
国
初
の
試
み

と
し
て
小
規
模
な
民
間
宅
地
開
発
の
無
電
柱
化
を
促
進
す
る
た
め
『
宅
地
開
発
無
電
柱
化

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
』
に
予
算
１
億
円
を
計
上
。
既
に
数
件
で
事
前
協
議
に
入
っ
て
い
る
ほ

か
、
８
月
に
は
区
市
町
村
道
に
加
え
て
私
道
も
助
成
対
象
と
す
る
よ
う
要
綱
を
改
定
、
応

募
の
敷
居
を
低
く
し
た
こ
と
に
よ
り
相
談
件
数
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
既
存
ス
ト
ッ

ク
の
活
用
と
合
わ
せ
、
さ
ら
な
る
無
電
柱
化
の
加
速
化
を
図
り
た
い
意
向
だ
。

　

今
年
２
月
に
東
京
都
中
野
区
、
４
月
に
は
渋
谷
区
が
指
定
区
道
に
お
い
て
電
柱
の
新
設

を
禁
止
・
制
限
を
す
る
な
ど
、
市
区
町
村
で
も
無
電
柱
化
の
動
き
は
あ
る
。
実
際
の
進
捗

は
ど
う
な
の
か
？　

２
８
７
の
市
区
町
村
長
が
加
盟
す
る
「
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
市
区

町
村
長
の
会
」
の
会
長
で
、
埼
玉
県
本
庄
市
長
の
吉
田
信
解
氏
に
話
を
聞
い
た
。

　

吉
田
市
長
は
「
無
電
柱
化
の
進
捗
や
課
題
に
つ
い
て
、
例
え
ば
推
進
計
画
や
推
進
条
例

が
ど
の
程
度
策
定
で
き
て
い
る
か
。
昨
年
、当
会
が
行
っ
た
会
員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
回

答
率
72
％
）
で
、
推
進
計
画
の
策
定
が
完
了
し
て
い
る
自
治
体
は
回
答
の
あ
っ
た
自
治
体

の
う
ち
７
％
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
策
定
の
状
況
だ
っ
た
」
と
話
す
。
理
由
は
「
職
員
の

不
足
」
が
最
も
多
く
、
そ
の
他
予
算
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
な
ど
。
策
定
す
る
考
え
は
あ
っ

て
も
現
実
的
に
厳
し
い
状
況
が
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
「
無
電
柱
化
よ
り
優
先
す
べ
き
事

業
が
あ
る
」
と
い
う
回
答
も
多
く
あ
っ
た
。
無
電
柱
化
に
積
極
的
な
市
区
町
村
が
加
盟
す

る
同
会
の
会
員
で
あ
っ
て
も
こ
の
状
況
だ
。

　

推
進
条
例
も
作
れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
国
土
交
通
省
が
参
考
資
料
と
し
て

用
意
し
て
く
れ
た
ひ
な
形
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
決
意
表
明
的
な
内
容
に
感
じ
ら
れ
る

と
吉
田
市
長
。「
指
定
区
域
に
お
け
る
無
電
柱
化
を
義
務
付
け
た
、
つ
く
ば
市
さ
ん
の
無

電
柱
化
推
進
条
例
の
よ
う
に
決
意
表
明
に
留
ま
ら
な
い
有
効
な
規
制
を
設
け
た
も
の
に
す

べ
き
だ
と
思
う
一
方
で
、
現
実
的
に
は
難
し
い
と
い
う
認
識
も
あ
る
」。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
「
無
電
柱
化
を
推
進
す
る
に
は
道
路
管
理
者
だ
け
で
は
な
く

電
線
管
理
者
に
も
多
く
の
費
用
が
か
か
る
。
電
線
管
理
者
も
そ
の
財
源
を
し
っ
か
り
確
保

し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
自
治
体
と
電
線
管
理
者
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
共
に
電
線
地
中

化
事
業
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
強
く
協
力
を
求
め
る
。
市
区
町
村
で
今
後
さ
ら
に
事

業
が
加
速
し
て
い
く
た
め
に
は
全
方
向
的
な
改
変
が
必
要
だ
。

命を守る
無電柱化に追い風

　
「
電
柱
を
増
や
さ
な
い
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
都
道

の
新
設
電
柱
禁
止
を
区
市
町
村
道
に
も
広
め
て
い
く
た

め
に
、
そ
の
意
義
、
効
果
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
も
あ
り
、

新
設
電
柱
禁
止
の
区
域
指
定
が
、
日
の
出
町
に
続
き
、

本
年
、
中
野
区
、
清
瀬
市
、
渋
谷
区
に
も
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
電
柱
を
減
ら
す
取
組
」
に
つ
い
て
は
、
道

幅
の
狭
い
道
路
に
低
コ
ス
ト
手
法
を
導
入
す
る
事
業
な

ど
に
対
し
全
額
補
助
す
る
「
無
電
柱
化
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
」
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
頻
発
す
る
自
然
災

害
へ
の
備
え
と
し
て
、「
防
災
に
寄
与
す
る
路
線
」
に

つ
い
て
も
、
昨
年
度
か
ら
補
助
率
を
引
き
上
げ
る
な

ど
、
区
市
町
村
に
対
す
る
強
力
な
財
政
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、
民
間
の
小
規
模
な
宅
地
開
発
で
は
コ
ス
ト

の
問
題
な
ど
か
ら
無
電
柱
化
が
進
ま
ず
、
電
柱
が
新
設

さ
れ
て
し
ま
う
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
「
宅
地
開
発
無
電
柱
化
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
３
千
㎡
未
満

の
小
規
模
な
宅
地
開
発
を
対
象
に
、
無
電
柱
化
に
先
導

的
に
取
り
組
む
事
業
者
を
募
集
し
、
費
用
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。
全
国
的
に
見
て
も
他
に
例
の
な
い
、
先
駆

け
と
な
る
取
組
と
い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
再
開
発
や
区
画
整
理
な
ど
で
面
的
な
展

開
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
宅
地
開
発
と
い
う
新
た
な

視
点
を
加
え
て
、
無
電
柱
化
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
た
に
「
無
電
柱
化
加
速
化
戦
略
」
を
策

定
し
て
、
区
市
町
村
や
民
間
と
の
一
層
の
連
携
や
、
整

備
コ
ス
ト
縮
減
に
向
け
た
技
術
開
発
の
促
進
を
図
り
な

が
ら
、
都
内
全
域
の
無
電
柱
化
を
全
力
で
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

０
０
０
本
の
電
柱
倒
壊
や
欠
損
が
発
生
し
、
避
難
や
救

急
活
動
、
救
援
物
資
の
輸
送
、
復
旧
活
動
に
重
大
な
支

障
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
最
大
で
約
93
万
戸
が
長
期
間

に
わ
た
り
停
電
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
自
然
災
害
が
、

ま
す
ま
す
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
中
で
も
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
防
災
・
減
災
政
策
と
し
て
、「
無
電

柱
化
政
策
」
は
地
震
や
台
風
等
の
被
害
を
最
小
化
で
き

る
上
に
、
災
害
に
強
い
道
路
づ
く
り
や
電
力
の
安
定
供

給
の
観
点
か
ら
も
、
改
め
て
、
重
要
で
あ
る
こ
と
が
、

多
く
の
国
民
の
皆
様
に
、
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、電
柱
の
あ
る
道
路
で
は
、人
や
自
転
車
が
車
道

に
は
み
出
し
て
通
行
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
交
通
安
全
上
の
観
点
」か
ら
も
、ま
た
、

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
づ
く
り
」を
進
め
る
点
か
ら
も
、

無
電
柱
化
は
有
効
な
施
策
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
土
交
通
省
で
は
、「
無
電
柱
化
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」（
２

０
１
８
年
〜
２
０
２
０
年
：
無
電
柱
化
１
、４
０
０
㎞
）

に
加
え
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３

か
年
緊
急
対
策
」
で
の
１
、
０
０
０
㎞
、
以
上
合
わ
せ

て
２
、
４
０
０
㎞
の
無
電
柱
化
に
着
手
し
、
取
り
組
み

を
加
速
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
低
コ
ス
ト
化

や
電
柱
の
占
用
制
限
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
一
方
で
、
電
力
会
社
な
ど
関
係
事
業
者
が

主
体
的
に
進
め
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
と
い
た
し
ま
し
て
、
経
済
産

業
省
や
総
務
省
な
ど
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
関
係
事
業

者
お
よ
び
有
識
者
も
入
れ
た
無
電
柱
化
政
策
の
推
進
体

制
を
構
築
す
る
な
ど
取
り
組
み
を
強
化
し
、
国
民
の
皆

様
の
理
解
も
得
な
が
ら
、
積
極
的
に
無
電
柱
化
を
加
速

す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
実

現
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

無
電
柱
化
推
進
補
助
制
度
に
300
億
円

「
減
ら
す
」と「
増
や
さ
な
い
」に
全
力

推
進
計
画
策
定
、
進
ま
ぬ
理
由

「
職
員
不
足
」の
回
答
多
数

国
土
交
通
省
の
取
り
組
み

東
京
都
の
取
り
組
み

市
区
町
村
の
現
状
と
課
題

都民の命が最優先　全国初、民間開発に補助金 無電柱化加速し、安全・安心な地域づくり実現

寄
　
稿
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「防災・減災」が主流となる社会へ

　

戦
後
復
興
を
経
て
高
度
経
済
成
長
期
の
東
京
を
中
心
と
し
た

人
口
急
増
、
都
市
の
膨
張
等
に
よ
り
、
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
た
中
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
に

大
き
く
寄
与
し
た
の
が
電
柱
の
存
在
だ
っ
た
。

　

一
方
、
近
年
で
は
大
規
模
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
無
電
柱
化

推
進
が
声
高
に
叫
ば
れ
る
。
時
代
が
変
わ
り
社
会
的
要
請
が
変

化
し
て
い
く
中
に
あ
っ
て
も
「
常
に
今
の
要
請
に
応
え
、
そ
の

責
任
を
果
た
す
こ
と
が
我
が
社
の
責
務
と
認
識
し
て
い
る
」
と

熱
を
込
め
て
語
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
株
式
会
社
、
渉
外

企
画
室
長
の
古
賀
満
氏
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
保
有
す
る
地
下
通
信
設
備
は
主
線
管
路

だ
け
で
も
約
67
万
㎞
に
及
ぶ
。
こ
の
設
備
構
築
・
維
持
管
理
を

担
う
同
社
は
、
無
電
柱
化
推
進
の
課
題
克
服
に
向
け
地
下
設
備

を
道
路
管
理
者
に
譲
渡
、
電
線
共
同
溝
と
し
て
有
効
活
用
で
き

る
「
既
存
ス
ト
ッ
ク
工
法
」
を
15
年
前
か
ら
惜
し
み
な
く
提
案

し
続
け
て
き
た
。

　

無
電
柱
化
進
展
の
課
題
の
一
つ
に
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

土
木
技
術
職
員
の
減
少
を
挙
げ
る
。
同
社
で
は
「
無
電
柱
化
相

談
窓
口
」
を
全
国
に
開
設
、
本
社
・
各
支
店
に
常
駐
す
る
無
電

柱
化
担
当
者
が
相
談
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
。
今
も
横
浜
市

の
既
存
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
相
談
を
は
じ
め
複
数
自
治
体
の
要
請

に
応
え
る
な
ど
、
独
自
の
取
り
組
み
に
も
万
全
の
準
備
を
怠
ら

な
い
。

　

同
社
が
積
極
的
に
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
に
、
受
注
者
が
設

計
・
施
工
・
維
持
管
理
を
一
括
で
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
へ
の
参
画

が
あ
る
。
民
間
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
で
シ
ー
ム
レ
ス
な
事
業
運

営
が
実
現
し
、
大
幅
な
工
期
短
縮
が
可
能
に
な
る
と
し
「
我
が

社
の
実
績
を
最
大
限
に
活
か
し
、
全
国
で
５
件
あ
る
事
業
の
う

ち
４
件
を
受
注
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
社

会
貢
献
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　
「
無
電
柱
化
に
は
、
防
災
・
減
災
の
観
点
以
外
に
も
再
開
発

や
新
駅
開
通
に
匹
敵
す
る
資
産
価
値
・
地
価
上
昇
な
ど
の
付
加

価
値
が
付
い
た
成
功
実
例
も
多
い
。
公
共
財
産
と
捉
え
て
も
ら

い
、
自
治
体
と
関
係
者
の
連
携
に
よ
り
大
き
く
進
化
で
き
る
は

ず
」。
そ
の
提
言
は
力
強
い
。

民間技術・ノウハウ活かし無電柱化に貢献
既存ストック方式・ＰＦＩ事業で実績多数

NTTインフラネット㈱
渉外企画室長

古賀満氏

　

道
路
や
下
水
道
向
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
、
今

年
創
業
70
周
年
を
迎
え
た
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
ギ
ョ
ー（
大
阪
府
大
阪
市
・

畑
中
浩
代
表
取
締
役
社
長
）。

　

狭
小
空
間
で
も
無
電
柱
化
を
実
現
す
る
「
Ｓ
．
Ｄ
．
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」、
上
部
を

側
溝
に
下
部
を
電
線
類
収
納
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
道
路
空
間
を
有
効
活

用
で
き
る
小
型
ボ
ッ
ク
ス
「
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｂ
Ｏ
Ｘ　

Ｎ
ｅ
ｏ
」
な
ど
数
多
く
の

製
品
を
扱
い
、
東
京
都
を
は
じ
め
、
景
観
を
重
視
す
る
京
都
市
先
斗
町
通
、

世
界
遺
産
で
あ
る
平
泉
「
無
量
光
院
跡
」（
岩
手
県
）
な
ど
の
採
用
実
績
を

誇
る
。

　

無
電
柱
化
を
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、
と
い
う
問
い
に
営
業
企
画
室
で
は

「
お
客
様
の
声
か
ら
、
コ
ス
ト
面
や
電
線
管
理
者
等
と
の
協
議
が
課
題
と
感

じ
ま
す
」。
さ
ら
に「
低
コ
ス
ト
化
に
貢
献
で
き
る
製
品
開
発
を
進
め
た
い
。

一
方
で
、
低
コ
ス
ト
手
法
等
の
新
た
な
試
み
を
す
る
に
も
、
設
計
基
準
な
ど

が
整
っ
て
い
な
い
」
と
現
実
的
な
悩
み
も
話
し
て
く
れ
た
。
自
治
体
や
道
路

の
規
模
に
よ
っ
て
基
準
が
異
な
り
、
全
国
ど
こ
で
も
同
じ
整
備
、
同
じ
協
議

と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
が
、「
各
地
の
状
況
を

踏
ま
え
た
柔
軟
な
対
応
（
条
例
化
、
補
助
制
度
、
設
計
・
施
工
）
が
で
き
る

よ
う
な
調
整
を
お
願
い
で
き
れ
ば
」
と
行
政
主
導
に
期
待
を
寄
せ
る
。

　

同
社
で
は
、
電
線
類
地
中
化
だ
け
で
な
く
、
国
土
強
靱
化
や
感
染
症
対
策

へ
の
対
応
と
し
て
よ
り
機
運
の
高
ま
っ
て
い
る
自
転
車
通
行
空
間
整
備
に
係

る
提
案
や
、
ノ
ン
ポ
イ
ン
ト
汚
染
（
路
面
排
水
）
対
策
製
品
な
ど
独
自
性
の

高
い
様
々
な
商
材
を
持
つ
。「
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
価
値
と
し
て
の
利
益

を
還
元
し
続
け
、
次
な
る
創
業
80
周
年
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

覗
か
せ
た
。

㈱イトーヨーギョー
営業企画室室長

小西融氏

狭小空間でも無電柱化を実現
低コスト化に寄与する製品開発を進めたい

　

一
般
社
団
法
人
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
（
高
野
登
会
長
）
で
は
、
平

成
28
年
度
に
国
土
交
通
省
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
無
電
柱
化
推
進
部
会
へ
の
参

画
要
請
を
受
け
、
協
会
内
に
Ｗ
Ｇ
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
を
立
ち
上
げ

た
。
無
電
柱
化
の
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
や
新
た
な
手
法
な
ど
の
検
討
の
ほ

か
、
国
交
省
が
相
談
窓
口
と
し
て
設
け
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
（
各
地
方
整

備
局
に
設
置
）
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
な
ど
、
無
電
柱
化
推
進
の
要
と

し
て
重
責
を
担
う
。

　

同
協
会
は
国
交
省
が
年
5
回
程
度
開
催
す
る
「
無
電
柱
化
推
進
部
会
」
に

出
席
し
、
低
コ
ス
ト
化
の
実
現
・
普
及
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
は

「
比
較
的
前
向
き
に
話
が
進
ん
で
お
り
、
実
際
に
工
事
発
注
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
」
と
の
こ
と
で
、
低
コ
ス
ト
化
に
お
け
る
確
か
な
歩
み
も
実
感
し
て
い

る
よ
う
だ
。

　

た
だ
、「
技
術
的
に
は
新
し
い
も
の
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
い
る
一
方
で

そ
れ
を
実
設
計
に
取
り
込
む
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、
道
路
管
理
者
側
と
電

線
管
理
者
側
の
意
見
を
う
ま
く
ま
と
め
上
げ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
が
今
後
の
課
題
」
と
同
協
会
の
Ｗ
Ｇ
長
で
、
株
式
会
社
近
代
設
計
大
阪

支
社
の
沼
田
和
宏
氏
は
冷
静
に
現
場
の
声
を
代
弁
す
る
。

　

さ
ら
に
は
地
方
自
治
体
の
無
電
柱
化
に
言
及
。
現
状
で
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
少
な
く
、
協
会
の
持
つ
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
き
れ
て
い
な
い
歯
が
ゆ
さ
も
垣
間
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
自
治
体
に

お
け
る
人
員
・
実
績
不
足
と
い
っ
た
実
情
も
理
解
し
て
お
り
「
用
語
な
ど
知

識
レ
ベ
ル
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
積
極
的
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

　

無
電
柱
化
推
進
、
相
談
窓
口
の
顔
。
同
協
会
の
存
在
は
欠
か
せ
な
い
。

（一社）建設コンサルタンツ協会
無電柱化ＷＧ長（㈱近代設計）

沼田和宏氏

豊富な知識で無電柱化推進に貢献
ワンストップ窓口でノウハウ伝えたい

　

地
中
埋
設
用
ケ
ー
ブ
ル
保
護
管
「
エ
フ
レ
ッ
ク
ス
」
を
発
売
し
て
以
降
、

50
年
以
上
に
わ
た
り
地
中
埋
設
管
路
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
古
河
電
気
工

業
株
式
会
社
（
東
京
都
千
代
田
区
・
小
林
敬
一
代
表
取
締
役
社
長
）。

　

２
０
１
８
年
、
無
電
柱
化
に
適
合
す
る
角
型
Ｆ
Ｅ
Ｐ
管
「
角
型
エ
フ
レ
ッ

ク
ス
」
を
開
発
。
各
地
で
導
入
が
進
み
、
高
い
製
品
力
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。
同
社
機
能
樹
脂
製
品
部
営
業
部
の
今
井
浩
三
営
業
部
長
は
「
人
が
少
な

く
て
も
施
工
可
能
、
誰
が
施
工
し
て
も
同
じ
品
質
を
実
現
す
る
『
ス
キ
ル
フ

リ
ー
』
の
製
品
を
目
指
し
た
」
と
語
る
。

　

製
品
開
発
の
き
っ
か
け
は
、
建
設
業
界
の
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
で
従

来
以
上
に
簡
単
施
工
・
工
期
短
縮
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
。
こ
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
多
条
多
段
配
管
を
可
能
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
管
部
に
切
断
を
容
易
に
す
る
切
断
溝
構
造
を
設
け
た
。
接
続
部

は
ワ
ン
タ
ッ
チ
施
工
が
可
能
な
継
手
「
ア
ク
ア
フ
リ
ー
」
を
開
発
し
、
同
社

が
目
指
す
ス
キ
ル
フ
リ
ー
な
施
工
を
実
現
し
た
。
実
際
に
、
北
海
道
の
無
電

柱
化
工
事
で
は
積
雪
も
あ
り
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
施
工
を
強
い
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
同
社
の
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
で
２
㎞
の
工
事
を
わ
ず
か
６

カ
月
と
い
う
驚
異
の
ス
ピ
ー
ド
で
完
了
さ
せ
た
実
績
を
持
つ
。

　
「
簡
単
に
す
る
こ
と
に
徹
底
的
な
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。
社
会
の
役

に
立
つ
の
が
私
た
ち
の
使
命
」
と
語
る
姿
勢
は
、
無
電
柱
化
や
建
設
業
全
体

の
明
る
い
未
来
を
想
像
さ
せ
る
。
無
電
柱
化
は
費
用
や
工
期
と
い
っ
た
コ
ス

ト
の
大
き
さ
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が
「
こ
ん
な
に
簡
単
に
施
工
が
進
む
製

品
も
あ
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
。
さ
ら
に
良
い
も
の
を
作

っ
て
無
電
柱
化
推
進
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
前
を
向
く
。
業
界
ト
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
の
矜
持
が
真
剣
な
眼
差
し
と
言
葉
の
熱
量
に
表
れ
て
い
る
。

古河電気工業㈱
機能樹脂製品部営業部長

今井浩三氏

「スキルフリー」へのこだわり
簡単施工の実現で社会に貢献したい

　
「
ま
ち
づ
く
り
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
企
業
」
を
掲
げ
、
国
内
外
に
お
け
る

社
会
資
本
整
備
に
関
わ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る

株
式
会
社
オ
オ
バ
（
東
京
都
千
代
田
区
・
辻
本
茂
代
表
取
締
役
社
長
執
行
役

員
）。
無
電
柱
化
事
業
で
は
、
２
０
１
８
年
に
東
京
電
力
グ
ル
ー
プ
の
東
電

タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社
と
業
務
提
携
、
両
社
の
専
門
性
、
強
み
を

活
か
し
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
支
援
に
お
い
て
多
く
の
実
績
を
積
み
上
げ
て

い
る
。

　

無
電
柱
化
推
進
の
課
題
の
一
つ
が
、
歩
道
が
な
く
、
か
つ
狭
い
道
路
で
の

事
業
実
現
。
よ
り
高
い
技
術
力
と
豊
富
な
事
業
推
進
ノ
ウ
ハ
ウ
が
問
わ
れ
る

中
、
オ
オ
バ
が
得
意
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
企
画
提
案
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
に
加
え
、
東
電
タ
ウ
ン
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
配
電
設
備
の
地
中
化
に
お
け
る

調
査
・
計
画
・
設
計
・
施
工
・
監
理
に
至
る
特
殊
技
術
を
有
す
る
。
両
社
の

協
働
に
よ
り
、
事
業
者
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
管
理
者
、
設
計
・
施
工
者
、
さ
ら

に
は
住
民
等
関
係
者
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
合
意
形
成
に
至
る
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
に
お
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
。
こ
の
事
業
ス
キ
ー
ム
構
築
力

が
一
番
の
強
み
で
あ
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に

も
携
わ
っ
て
い
る
。
周
辺
住
民
と
の
合
意
形
成
に
お
い
て
は
、
２
年
か
ら
３

年
か
け
て
理
解
を
得
る
こ
と
を
想
定
し
取
り
組
む
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
「
よ
り
一
層
の
強
靱
な
社
会
資
本
整
備
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
無
電
柱
化
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、
維
持
管
理
、
さ

群を抜く事業スキーム構築力
２社協働の強み活かす

ら
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
へ
の

参
画
も
視
野
に
入
れ
、
主

体
的
に
社
会
へ
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
責
務
。
今
後

も
広
域
的
な
視
点
か
ら
安

全
・
安
心
で
景
観
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
企
画

提
案
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
東
京
支
店
副
支
店
長
野

中
氏
の
言
葉
に
、
同
社
の

真
摯
な
姿
勢
、
社
会
貢
献

へ
の
強
い
使
命
感
を
見

た
。

㈱オオバ
東京支店副支店長

野中敏幸氏

東電タウンプランニング㈱
無電柱化推進部長
滝島文一氏

無電柱化
最前線の
現場から

NTTインフラネット㈱

㈱イトーヨーギョー

（一社）建設コンサルタンツ協会

古河電気工業㈱

㈱オオバ、東電タウンプランニング㈱



（10）2020年（令和２年）9月16日（水曜日）～防災・減災、国土強靱化特集～ 群　馬

命と暮らしを守る国土強靱化を

  ----→　総合資格学院 前橋校

  TEL0120-242-311

平成29年度 １級建築士設計製図試験合格者占有率

合格者占有率
群馬県

〈平成29年12月21日現在〉 〈平成29年12月21日現在〉

〈平成30年12月20日現在〉 〈平成30年12月20日現在〉

〈令和2年2月5日現在〉 〈令和2年2月5日現在〉

群馬県合格者 42名中／当学院当年度受講生 30名

平成29年度 １級建築士設計製図試験ストレート合格者占有率

ストレート
合格者占有率

群馬県

群馬県ストレート合格者 19名中／当学院当年度受講生 17名

平成30年度 １級建築士設計製図試験合格者占有率

合格者占有率
群馬県

群馬県合格者 36名中／当学院当年度受講生 22名

平成30年度 １級建築士設計製図試験ストレート合格者占有率

ストレート
合格者占有率

群馬県

群馬県ストレート合格者 15名中／当学院当年度受講生 10名

令和元年度 １級建築士設計製図試験合格者占有率

合格者占有率
群馬県

群馬県合格者 22名中／当学院当年度受講生 16名

令和元年度 １級建築士設計製図試験ストレート合格者占有率

ストレート
合格者占有率

群馬県

群馬県ストレート合格者 9名中／当学院当年度受講生 6名

　。すまきづ基に表発ータンセ及普育教術技築建）財公（、は数者格合トーレトス県馬群・国全/数者格合県馬群・国全※　。すまりおてし載掲きづ基に」書告報査調態実るす関に示表１.oN「会員委引取正公、は示表るす関に１.oNの院学当※
※総合資格学院の合格実績には、模擬試験のみの受験生、教材購入者、無料の役務提供者、過去受講生は一切含まれておりません。

大切なのは現在まで 継続する高実績 !!

圧倒的な合格者輩出力 ! 
直近３年の県内実績 !!

総合資格学院は
正真正銘の日本一
【正真正銘】しょうしん‐しょうめい：全くうそいつわりのないこと。本物であること。〈広辞苑〉

※（公財）建築技術教育普及センター発表の数値に基づく当学院調べ

※建築士試験合格実績において

【令和元年度 １級建築士設計製図試験】
◇全国合格者占有率 59.9% 全国合格者 3,571 名中 当学院当年度受講生 2,138 名

◇全国ストレート（学科＋製図試験）合格者占有率 64.6% 全国ストレート合格者 1,696 名中当学院当年度受講生 1,095 名

【重要】当学院の「日本一」の表記は民間の調査機関等による特定の方を対象とした調査によるものではありません。

全国でも
群馬県でも 飛びぬけた

実績!!

垣根を超えた連帯が重要

―
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

に
つ
い
て
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
ど

う
考
え
て
い
る
か

青
柳
会
長
　
建
設
業
協
会
と
し
て
２

０
１
９
年
の
県
内
西
毛
・
吾
妻
地
区

を
中
心
と
し
た
台
風
19
号
の
災
害
、

そ
の
前
の
台
風
15
号
に
よ
る
千
葉
県

一
円
に
起
き
た
自
然
災
害
の
対
応
を

経
験
し
て
き
た
。
災
害
時
に
は
前
線

に
立
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
「
地
域

を
守
る
建
設
業
」
の
大
き
な
役
割
の

一
つ
。
大
き
な
被
害
を
目
の
当
た
り

に
し
た
が
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
台
風
被
害
も
あ
り
、
こ

と
し
の
協
会
の
行
動
指
針
と
し
て

「
地
域
を
守
る
建
設
業
の
３
つ
の
備

え
」
を
中
心
に
据
え
た
行
動
指
針
を

総
会
で
発
表
し
た
。
３
つ
の
備
え
と

は
す
な
わ
ち
「
人
材
確
保
育
成
」「
生

産
性
の
向
上
」「
災
害
対
応
組
織
力

向
上
」
で
あ
り
、
具
体
的
に
落
と
し

込
ん
だ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

中
で
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
し
て
避
難
所
生
活
の
質
の
向
上

を
目
指
し
て
協
会
で
作
っ
た
「
Ｋ
Ａ

Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｅ
」
を
通
し
、
災
害
時

に
向
け
た
「
備
え
」
の
訓
練
を
県
内

の
自
治
体
の
人
た
ち
と
行
っ
た
。
一

緒
に
な
っ
て
汗
を
か
く
こ
と
で
自
治

体
と
連
携
を
強
く
す
る
こ
と
も
備
え

の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
る
。

嶋
田
会
長
　
最
近
の
災
害
の
激
甚
化

と
広
域
化
に
伴
い
、
業
界
の
技
術
者

と
し
て
責
任
感
と
使
命
感
を
感
じ

た
。
19
年
の
台
風
19
号
で
は
全
会
員

で
応
急
対
応
に
あ
た
っ
た
。
そ
こ
で

わ
れ
わ
れ
の
技
術
力
の
研
さ
ん
不
足

や
地
域
や
行
政
、
他
団
体
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
十
分
だ
っ

た
と
強
く
認
識
し
た
。

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

ず
全
面
的
に
抑
え
る
こ
と
は
不
可

能
。
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
は

も
ち
ろ
ん
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
れ
に
対

応
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ

り
、20
年
度
か
ら
再
構
築
を
始
め
た
。

技
術
力
向
上
や
行
政
・
他
団
体
と
の

連
携
を
も
う
一
度
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
連
携
の
部
分
で
は
台
風
19

号
を
踏
ま
え
て
、
最
前
線
で
ど
う

い
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
の
か
を
共

有
・
検
討
す
る
情
報
交
換
会
の
開
催

を
準
備
し
て
い
る
。
行
政
や
他
団
体

と
問
題
点
を
共
有
し
、
解
決
に
向
け

て
協
議
し
た
い
。

―
連
携
に
つ
い
て
青
柳
会
長
は

ど
う
考
え
て
い
る
か

青
柳
会
長
　
問
題
点
の
共
有
と
い
う

点
で
は
20
年
に
入
っ
て
早
々
に
、
台

風
19
号
の
応
急
復
旧
な
ど
の
課
題
を

会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調
査
、
発
信

し
た
。
意
見
交
換
な
ど
の
場
だ
け
で

な
く
、
こ
う
し
た
積
極
的
な
情
報
発

信
も
連
携
の
一
つ
だ
と
思
う
。

行
政
と
の
連
携
と
い
う
点
で
は

意
見
交
換
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
実
際
に
そ
の
地
域
で
ど
う

い
っ
た
課
題
が
あ
り
、
ど
の
程
度
施

工
余
力
が
あ
る
の
か
と
い
う
の
を
行

政
も
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
、
災
害

復
旧
な
ど
瞬
間
的
な
事
業
の
増
加
に

対
応
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

業
界
間
の
連
携
と
い
う
点
で
見

れ
ば
、
特
に
人
材
の
確
保
・
育
成
の

面
で
各
団
体
が
ど
の
よ
う
に
活
動
を

展
開
し
て
い
る
か
を
お
互
い
に
知
り

た
い
と
思
う
。
建
設
産
業
と
い
う
視

点
で
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
中
で
行
っ

て
い
る
こ
と
は
全
く
違
う
。
違
う
か

ら
こ
そ
視
点
を
変
え
て
指
摘
で
き
る

こ
と
が
あ
る
。
業
界
の
あ
り
方
も
Ｉ

Ｔ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
他
団
体
の
動
き
を
み
る
こ
と
で

自
団
体
の
動
き
を
顧
み
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
。

―
Ｉ
Ｔ
は
測
量
設
計
業
で
も
変

化
が
大
き
い
分
野
だ
が

嶋
田
会
長
　
効
率
よ
く
品
質
の
い
い

も
の
を
い
か
に
工
期
内
に
収
め
る
か

と
い
う
の
を
考
え
る
と
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
は
も
ち
ろ
ん
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
さ

ら
に
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

計
画
、
設
計
、
施
工
と
そ
の
都
度

発
注
が
行
わ
れ
る
の
が
通
常
の
公
共

事
業
の
流
れ
だ
が
、
そ
こ
に
は
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
る
。
そ
う
し
た
タ
イ
ム

ラ
グ
を
減
ら
す
の
が
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

だ
と
考
え
て
お
り
、
お
互
い
に
と
っ

て
効
率
化
す
る
た
め
に
デ
ー
タ
を
共

有
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
う
。

―
各
市
町
村
で
国
土
強
靱
化
地

域
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
市
町
村
で
の
事
業
量
・
発
注
量

が
増
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
増

加
す
る
事
業
量
へ
の
課
題
は

嶋
田
会
長
　
地
域
計
画
の
策
定
で
直

接
的
に
取
り
扱
う
事
業
量
が
増
加
す

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ

の
仕
事
は
正
確
な
地
図
お
よ
び
位
置

情
報
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本

全
国
で
地
図
作
り
は
完
了
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積

し
て
き
た
デ
ー
タ
を
ど
う
活
用
し
て

い
く
か
、
地
域
の
行
政
に
使
っ
て
も

ら
え
る
成
果
品
を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
と
い
う
段
階
に
移
る
と
考
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
避
難
誘
導
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
ソ
フ
ト

面
の
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
が
持
っ
て

い
る
デ
ー
タ
を
ど
う
使
っ
て
も
ら
う

か
と
い
う
点
。
情
報
を
集
め
て
、
見

え
る
化
す
る
と
い
う
技
術
者
の
育
成

が
必
要
。

青
柳
会
長
　
事
業
量
の
増
減
は
災
害

対
応
な
ど
の
瞬
間
的
な
増
加
と
そ
の

地
域
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
状
況
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
変

化
を
見
越
し
た
施
工
余
力
を
残
し
て

お
き
な
が
ら
の
企
業
経
営
は
難
し

い
。
各
地
域
の
施
工
能
力
に
合
わ
せ

た
発
注
の
仕
組
み
を
考
え
、
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

急
激
に
変
化
す
る
業
界
を
取
り

巻
く
環
境
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
施
工
能
力
に
合
わ
せ

た
発
注
の
仕
組
み
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

実
行
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。
技
術

者
の
数
と
連
動
し
た
発
注
ロ
ッ
ト
の

工
夫
や
平
準
化
を
踏
ま
え
た
発
注
、

フ
レ
ッ
ク
ス
工
期
の
採
用
と
い
っ
た

地
道
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
効
率
よ

く
、
地
域
の
施
工
余
力
を
最
大
限
に

活
用
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
。
ま
た
、
生
産
性
の
向
上
を

考
え
た
工
法
も
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

こ
う
し
た
課
題
を
整
理
し
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん
で
い
く
た
め
に

は
オ
ー
プ
ン
な
意
見
交
換
が
大
変
重

要
と
な
る
。
群
馬
県
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
県
土
整
備
部
長
が
全
地
区

を
回
る
意
見
交
換
会
は
そ
れ
こ
そ
貴

重
な
場
。
こ
と
し
は
テ
レ
ビ
会
議
を

導
入
し
て
行
っ
た
が
、
距
離
の
ス
ト

レ
ス
が
大
幅
に
減
少
す
る
。
意
見
交

換
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
先
行
き

と
業
界
の
施
工
能
力
の
溝
が
埋
ま
っ

て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。

―
課
題
の
一
つ
に
人
材
不
足
が

想
定
さ
れ
る
。
そ
の
課
題
解
決
に
必

要
な
も
の
は

青
柳
会
長
　
地
道
な
取
り
組
み
と
そ

れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
。

こ
れ
ま
で
に
も
産
学
官
一
体
と
な
っ

て
人
材
確
保
育
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
確
実
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
建
設
政
策
の
中
で
給
料
・

休
日
・
希
望
の
「
新
３
Ｋ
」
が
よ
く

語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
建
設
産
業
そ

の
も
の
の
構
造
改
革
の
こ
と
を
分
か

り
や
す
い
言
葉
で
表
現
し
た
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。
例
え
ば
建
設
業
協

会
の
行
動
指
針
と
し
て
掲
げ
た
「
人

材
確
保
育
成
」
や
「
生
産
性
の
向
上
」

に
「
新
３
Ｋ
を
実
現
す
る
た
め
の
」

と
枕
詞
を
つ
け
る
と
分
か
り
や
す

く
、
何
を
し
た
ら
い
い
か
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
り
や
す
い
。
言

葉
と
実
際
の
活
動
を
結
び
つ
け
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
。
新
３
Ｋ
を
実

現
す
る
た
め
の
業
界
の
構
造
改
革
を

官
民
挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
大
事
な
時
。
行
政
に
は
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
た
い
。

嶋
田
会
長
　
産
学
官
連
携
会
議
に
参

加
で
き
た
の
は
大
変
喜
ば
し
く
、
垣

根
を
超
え
た
協
力
が
こ
れ
か
ら
も
重

要
に
な
る
。

建
設
を
学
ん
だ
人
が
入
職
す
る

分
野
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
国
民
の
生

命
と
財
産
を
し
っ
か
り
と
守
る
、
便

利
な
日
常
生
活
を
提
供
す
る
と
い
う

と
こ
ろ
は
ど
の
業
界
に
入
っ
た
と
し

て
も
建
設
産
業
に
携
わ
る
人
に
共
通

す
る
目
標
だ
と
思
う
。
そ
う
し
た
中

で
協
会
独
自
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
て
こ

な
か
っ
た
点
が
課
題
と
し
て
あ
る
。

昨
年
の
台
風
19
号
の
災
害
復
旧

で
山
本
一
太
知
事
よ
り
感
謝
状
を
頂

い
た
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
世
間
に

知
ら
れ
る
場
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は

あ
り
が
た
い
こ
と
。
私
が
会
長
に

な
っ
て
テ
ー
マ
と
し
て
「
誇
り
の
あ

る
仕
事
」
と
い
う
の
を
掲
げ
た
。
台

風
災
害
へ
の
対
応
で
は
、
そ
の
誇
り

を
守
る
べ
く
各
技
術
者
に
は
全
力
を

尽
く
し
て
も
ら
っ
た
。
県
民
の
生
活

の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
事

と
い
う
の
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
誇
り
を
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う

の
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

近
年
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
。
群
馬
県
内

に
お
い
て
は
２
０
１
９
年
の
台
風
19
号
が
大
き
な
爪
痕

を
残
し
て
い
る
。
自
然
災
害
か
ら
住
民
の
安
全
・
安
心

な
生
活
を
守
る
た
め
、
県
内
市
町
村
で
も
国
土
強
靱
化

地
域
計
画
の
策
定
が
始
ま
っ
て
い
る
。
計
画
に
基
づ
い

た
迅
速
な
地
域
の
強
靱
化
は
、
安
全
・
安
心
を
守
る
た

め
に
は
必
要
不
可
欠
。
し
か
し
強
靱
化
の
最
前
線
に
立

つ
建
設
産
業
は
、
担
い
手
不
足
を
は
じ
め
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
課
題
解
決
を
平
行
し
て
進
め
な

け
れ
ば
安
全
対
策
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
国
土
強
靱
化
を
進
め
る
上
で
現
場
の

最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な
る
群
馬
県
建
設
業
協
会
の
青

柳
剛
会
長
と
群
馬
県
測
量
設
計
業
協
会
の
嶋
田
大
和
会

長
に
協
会
が
抱
え
る
課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
対
談
を
し

て
も
ら
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
も
あ
り
、

協
会
の
あ
り
方
自
体
が
問
わ
れ
る
い
ま
、
共
通
し
た
課

題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
の
は
や
は
り
担
い
手
不
足
。
と

も
に
官
民
協
力
し
た
地
道
な
対
策
を
訴
え
た
。

群
馬
県
建
設
業
協
会

会
長
　
青
柳　

剛
氏

群
馬
県
測
量
設
計
業
協
会

会
長
　
嶋
田 

大
和
氏

内
に
策
定
完
了
す
る
に
は
、
月
内
に

も
業
務
委
託
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。
９
月
補
正
予
算
案
に
委
託
料
を

計
上
し
、
議
決
後
、
速
や
か
に
業
務

委
託
を
行
う
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
神
流
町
や
千

代
田
町
、
榛
東
村
、
上
野
村
は
す
で

に
策
定
業
務
を
委
託
済
み
。
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両毛校

前橋市朝倉町４－１７－２

前橋校 お問合せ、ガイダンス・体験会への参加希望は
こちらの番号までお気軽にご連絡ください。

渡良瀬川

ＪＲ足利駅
両毛線

トンネル通り

あ
ず
ま
通
り

グ
ラ
ン
ド
通
り

県
道

　号
線 デニーズ

芳町
助戸
一丁目東山

小学校

洋服の青山

ア
シ
コ
タ
ウ
ン

あ
し
か
が

足利警察署

雷電神社国
道
　号
線

40

293
足利
学校

鑁阿寺
本堂

足利市
総合運動場

至あしかがフラワーパーク

バリドンビル

旭町 トンネル西

三中前足利
警察署前

千歳橋

足利市駅東武伊勢崎線
至東武和泉

至野州　山辺

国道293号線

県道8号線

至山前

前橋校

【法定講習】監理技術者講習 / 一級・二級・木造建築士定期講習 / 管理建築士講習/ 宅建登録講習 / 宅建登録実務講習 / 第一種電気工事士定期講習

１級･２級
土木施工管理技士

１級･２級
建築施工管理技士

１級・2級
管工事施工管理技士

賃貸不動産
経営管理士建築設備士１級･２級 建築士 構造設計・設備設計

1級建築士
1級造園

施工管理技士
インテリア

コーディネーター宅地建物取引士

●

セブン
イレブン

メモリードホール
セブンイレブン

ベルク
ラウンド1

至 伊勢崎

至 高駒線
魚伸

愛宕橋 ネッツトヨタ広瀬川

東和銀行 ウエルシア
八幡山公園

高橋歯科

至 前橋
市街

広瀬大通り

駒形バイパス（県道2号線）
総合資格学院 前橋校

前橋大島駅
両毛線

総合資格学院が
御社の人材採用を
お手伝いします！

技術者の採用にお悩みの企業様は、総合資格前橋校
にご相談ください。様々な手法でお手伝いします。

○ 就職情報サイト 総合資格ｎavi
○ 建設業界向けの採用情報誌
○ 当学院主催の企業研究セミナー
○ 人材紹介サービス

学科講座学科対策講座

近
年
、
時
間
雨
量
50
㎜
を
超
え
る

雨
が
頻
発
す
る
な
ど
、
自
然
災
害
は

激
甚
化
・
局
地
化
・
集
中
化
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
。
19
年
に
上
陸
し

た
台
風
19
号
に
代
表
さ
れ
る
大
雨
や

突
風
、
落
雷
に
よ
る
被
害
は
毎
年
の

よ
う
に
各
地
で
発
生
。
ま
た
、
地
震

に
強
い
と
さ
れ
て
い
た
群
馬
県
だ

が
、
18
年
６
月
に
は
県
南
部
を
震
源

と
す
る
震
度
５
弱
の
地
震
が
観
測
さ

れ
た
。「
自
然
災
害
に
強
い
」
と
さ

ど
に
応
え
る
。
ま
た
、
内
閣
官
房
の

ウ
ェ
ブ
上
で
は
、
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
公
表
し
て
い
る
。
地
域
計
画
の

い
ろ
は
を
収
録
す
る
基
本
編
で
は
、

現
状
を
確
認
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
か
ら
策
定
手
法
、
具
体
例
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

県
は
市
町
村
へ
の
策
定
を
促
す

た
め
に
、
県
内
外
の
策
定
事
例
紹
介

や
訪
問
に
よ
る
意
見
交
換
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
山
本
一
太
県
政
に

な
っ
て
公
表
し
た
「
ぐ
ん
ま
５
つ
の

ゼ
ロ
宣
言
」
に
は
自
然
災
害
に
よ
る

死
傷
者
ゼ
ロ
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

市
町
村
と
連
携
し
た
事
業
推
進
が
必

要
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

地
域
計
画
策
定
が
本
格
化

県内自治体

な
れ
ど
人
員
不
足
課
題
に

自治体名
地域計画に基づいて

実施され策定状況（国調査）
弊社調べ 業務委託 委託業者

群馬県 策定済み 2016年度　策定済み -

前橋市 2020年11月　策定中 2020年11月　策定中 ×

高崎市 2021年3月　策定予定 2021年3月　策定予定 ×

桐生市 策定予定 2021年3月　策定予定 〇
9月補正予算案に委託料444万
9000円を計上。可決後の9月以降
に業務委託する。

伊勢崎市 策定予定 策定予定 △

太田市 策定予定 策定予定 △

沼田市 検討中 策定予定 △

館林市 策定済み 2019年度　策定済み -

渋川市 2021年3月　策定予定 2021年3月　策定予定 ○

藤岡市 2020年12月　策定中 2020年12月　策定中 ×

富岡市 2021年3月　策定予定 2021年3月　策定予定 ○

安中市 策定予定 策定予定 △

みどり市 策定予定 策定予定 △

榛東村 2021年3月　策定予定 2021年3月　策定中 ○ ぎょうせい（東京都江東区）

吉岡町 策定予定 策定予定 △

上野村 2021年3月　策定予定 2021年3月　策定予定 ○ アイ・ディー・エー（高崎市）

神流町 2021年3月　策定予定 2021年3月　策定中 ○ アイ・ディー・エー（高崎市）

下仁田町 2021年3月　策定予定 2021年3月　策定予定 ○

南牧村 策定予定 2021年3月　策定予定 ×

甘楽町 策定予定 策定予定 △

中之条町 策定予定 策定予定 △

長野原町 策定予定 策定予定 △

嬬恋村 策定予定 策定予定 △

草津町 2021年3月　策定予定 2021年3月　策定中 ×

高山村 策定予定 策定予定 △

東吾妻町 策定予定 策定予定 △

片品村 策定予定 策定予定 △

川場村 策定予定 策定予定 △

昭和村 策定予定 策定予定 △

みなかみ町 策定予定 策定予定 ○

玉村町 2021年3月　策定中 2021年3月　策定中 ×

板倉町 検討中 策定予定 △

明和町 策定予定 策定予定 △

千代田町 2021年3月　策定中 2021年3月　策定中 〇 ぎょうせい（東京都江東区）

大泉町 策定予定 策定予定 △

邑楽町 策定予定 2021年3月　策定予定 〇
9月補正に委託料を計上予定。予
算可決後の早期委託を目指す。

〇委託済・委託予定　　△検討中　　×委託予定なし

群馬県内自治体の国土強靱化地域計画策定の状況

れ
る
群
馬
県
の
神
話
は
崩
壊
し
つ
つ

あ
り
、
各
地
域
の
状
況
を
考
慮
し
た

対
応
方
針
な
ど
を
ま
と
め
る
地
域
計

画
の
策
定
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

県
内
の
自
治
体
で
、
す
で
に
策
定

が
完
了
し
て
い
る
の
は
、
県
と
館
林

市
の
み
。
い
ず
れ
も
庁
内
の
関
係
課

が
連
携
し
、
直
営
で
策
定
作
業
を

行
っ
た
。
県
内
市
町
村
で
初
め
て
策

定
し
た
館
林
市
は
、
自
然
災
害
に
よ

る
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
、
事

態
を
回
避
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

設
定
。
住
宅
等
の
耐
震
化
や
土
地
区

画
整
理
の
推
進
、
河
川
整
備
な
ど
の

施
策
推
進
に
向
け
た
数
値
目
標
を
示

し
て
い
る
。
策
定
完
了
ま
で
に
は
準

備
期
間
を
含
め
２
年
を
要
し
た
。

年
度
内
策
定
を
目
指
す
と
し
た

◇
前
橋
市
◇
高
崎
市
◇
藤
岡
市
◇
南

牧
村
◇
草
津
町
◇
玉
村
町

―
は
内

部
で
連
携
を
取
り
つ
つ
、
直
営
で
策

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

同
じ
く
年
度
内
策
定
を
目
指
す

◇
桐
生
市
◇
渋
川
市
◇
富
岡
市
◇
下

仁
田
町
◇
邑
楽
町

―
は
コ
ン
サ
ル

業
者
へ
の
委
託
を
予
定
。
受
注
業
者

の
作
業
期
間
を
考
慮
す
る
と
、
年
度

内
に
策
定
完
了
す
る
に
は
、
月
内
に

も
業
務
委
託
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
。
９
月
補
正
予
算
案
に
委
託
料
を

計
上
し
、
議
決
後
、
速
や
か
に
業
務

全
自
治
体
が
策
定
へ

こ
の
ほ
か
の
自
治
体
も
策
定
す

る
方
針
を
示
す
も
の
の
、
時
期
は
未

定
。
自
治
体
に
よ
り
異
な
る
が
、
策

定
の
た
め
の
組
織
づ
く
り
や
方
針
が

定
ま
ら
ず
、
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
を

き
れ
て
い
な
い
印
象
が
強
い
。

策
定
ま
で
に
乗
り
越
え
る
べ
き

課
題
と
し
て
最
も
多
く
聞
か
れ
る
の

は
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
。
多
く
の
自
治

体
で
策
定
作
業
を
担
う
防
災
関
連
課

へ
の
人
員
配
置
が
十
分
で
な
く
、
策

定
作
業
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の
が
現

状
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
台
風
や

積
雪
へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
時

期
が
近
付
い
て
い
る
中
で
、
策
定
に

向
け
て
勢
い
を
付
け
る
に
は
、
体
制

の
抜
本
的
な
見
直
し
が
求
め
ら
れ

る
。
担
当
課
の
み
で
進
め
る
の
で
は

な
く
、
全
庁
舎
的
な
取
り
組
み
も
必

要
だ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
複
数
の
市

町
村
で
地
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
合
理
的
な
場
合
に
は
、
協
議
会
の

設
置
な
ど
に
よ
る
合
同
策
定
も
認
め

ら
れ
て
い
る
。
県
内
で
合
同
策
定
を

行
う
と
い
う
話
は
出
て
い
な
い
が
、

小
規
模
な
自
治
体
が
集
中
し
て
い
る

地
域
で
は
、
有
効
な
手
法
と
考
え
ら

れ
る
。

人
員
不
足
の
次
に
あ
が
る
課
題

人
と
知
識
不
足
が
課
題

な
ぜ
、策
定
を
急
ぐ
の
か

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
国
は

策
定
へ
の
各
種
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
出
前
講
座
と
し
て
、
有
識
者
や

内
閣
官
房
の
職
員
を
講
師
と
し
て
派

遣
す
る
と
し
て
い
る
。
１
回
目
の
派

遣
に
係
る
経
費
は
、
原
則
、
内
閣
官

房
が
負
担
。
地
域
計
画
に
関
す
る
基

礎
知
識
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
、
策
定
業
務
で
生
じ
る
疑
問
な

国
・
県
が
各
種
支
援

地
域
計
画
は
大
規
模
自
然
災
害

な
ど
に
対
す
る
事
前
防
災
・
減
災
と

迅
速
な
復
興
を
行
う
た
め
の
指
針
と

な
る
。
建
設
業
の
使
命
の
ひ
と
つ
で

も
あ
る
安
心
・
安
全
な
社
会
基
盤
整

備
の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠
。

策
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
人
命
を
守

る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
国
は
20
年

度
予
算
に
お
い
て
、
地
域
計
画
に
基

づ
い
て
実
施
さ
れ
る
取
り
組
み
に
対

す
る
支
援
を
重
点
的
に
行
っ
て
い

る
。
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
や

農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
な
ど
27

の
補
助
金
・
交
付
金
の
う
ち
、
６
月

ま
で
に
21
項
目
で
重
点
配
分
、
優
先

採
択
を
実
施
。
重
点
化
の
動
き
は
21

年
度
以
降
も
加
速
す
る
。
さ
ら
に
、

市
町
村
の
策
定
状
況
を
踏
ま
え
て
要

件
化
も
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
財

政
難
に
苦
し
む
地
方
自
治
体
の
負
担

を
軽
減
し
つ
つ
、
建
設
業
界
へ
の
投

資
を
増
や
す
絶
好
の
機
会
と
な
っ
て

お
り
、
策
定
し
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
の

方
が
大
き
い
と
い
え
る
。
群
馬
県
の

策
定
率
は
10
％
未
満
で
、
全
国
で
も

最
低
水
準
。
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
の

状
況
を
打
破
す
る
た
め
、
各
自
治
体

に
は
さ
ら
な
る
進
展
を
期
待
す
る
。

地域計画に基づいて実施される取り組み等に対する重点化の支援（抜粋）

府省庁名 交付金・補助金の名称

内閣府（地域創生推進事務局） 地方創生整備推進交付金

都道府県警察施設整備費補助金 （警察施設整備関係）

特定交通安全施設等整備事業に係る補助金

総務省 消防防災施設整備費補助金

文部科学省 学校施設環境改善交付金

社会福祉施設等施設整備費補助金

次世代育成支援対策施設整備交付金

保育所等整備交付金

農村地域防災減災事業

農業水路等長寿命化・防災減災事業

農山漁村振興交付金

治山事業

農山漁村地域整備交付金

防災・安全交付金

社会資本整備総合交付金
国土交通省

農林水産省

厚生労働省

警察庁

　

各
自
治
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
て
大
規
模
な
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
『
国
土
強
靱
化
地
域

計
画
』
に
つ
い
て
、
策
定
状
況
を
調
査
し
た
。
８
月
時
点
で
、
年
度
内
の
策
定
完
了
を
目
指
す
自
治
体
は
、

前
橋
、
高
崎
、
桐
生
、
渋
川
、
藤
岡
、
富
岡
の
７
市
と
神
流
、
下
仁
田
、
草
津
、
玉
村
、
千
代
田
、
邑
楽
、

榛
東
、
上
野
の
６
町
２
村
が
年
度
内
策
定
を
目
指
す
。
２
月
に
行
っ
た
弊
社
の
前
回
調
査
で
、
策
定
予
定
が

な
い
と
し
て
い
た
自
治
体
も
方
針
を
転
換
、
策
定
す
る
意
思
を
示
し
て
い
る
。
各
自
治
体
の
取
り
組
み
に
進

展
が
み
ら
れ
る
が
、
大
半
の
策
定
時
期
は
未
定
。
人
員
・
知
識
不
足
な
ど
課
題
は
多
い
。
国
は
２
０
２
１
年

度
予
算
に
お
け
る
支
援
方
針
（
案
）
で
、
地
域
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
取
り
組
み
に
対
し
、
重
点
配

分
や
優
先
採
択
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
対
象
の
追
加
な
ど
を
検
討
す
る
と
し
て
い
る
。
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
へ
備
え
る
た
め
、ま
た
、国
の
補
助
金
を
有
利
に
引
き
出
す
た
め
に
も
、地
域
計
画
の
策
定
が
急
が
れ
る
。

委
託
を
行
う
方
向
で
準
備
を
進
め
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
神
流
町
や
千

代
田
町
、
榛
東
村
、
上
野
村
は
す
で

に
策
定
業
務
を
委
託
済
み
。

は
、策
定
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
識
不
足
。

群
馬
に
お
い
て
は
策
定
を
終
え
た
自

治
体
が
県
と
館
林
市
の
２
自
治
体
の

み
と
な
っ
て
お
り
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

の
少
な
さ
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
県
外
に
目
を
向
け
、
似
た
条

件
を
持
つ
自
治
体
の
例
を
参
考
に
す

る
な
ど
研
究
を
進
め
て
い
る
自
治
体

が
多
い
。

加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
重
く
の
し
か
か
る
。
特
に

小
規
模
な
自
治
体
は
、
感
染
症
へ
の

対
応
に
よ
り
人
員
不
足
が
加
速
す

る
。
４
月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
か

け
て
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
時
差

出
勤
の
影
響
も
あ
る
よ
う
だ
。
外
部

か
ら
有
識
者
を
招
こ
う
と
し
て
も
、

越
県
移
動
を
避
け
る
べ
き
い
ま
の
状

況
で
は
難
し
い
と
の
声
も
あ
が
る
。

策
定
す
る
意
思
は
あ
っ
て
も
、
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
よ
う
だ
。

国土強靱化地域計画の策定状況
＜群馬県＞

自治体数 全36市町村
策定済み 2県市

策定中 5市町村

策定予定 29市町村

検討中 ―

策定予定なし ―
（2020年8月1日現在）
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建設産業は
　 「ソフトインフラ」

　

建
設
産
業
は
『
地
域
の
ソ
フ
ト
イ

ン
フ
ラ
』
―
。
県
で
は
自
然
災
害
に

際
し
て
県
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え

る
建
設
産
業
を
地
域
の
ソ
フ
ト
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
担
い
手

を
中
長
期
的
に
育
成
・
確
保
す
る
た

め
に
は
、
大
前
提
と
な
る
安
定
的
な

経
営
を
見
通
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
た
め
だ
。
そ
こ
で
県
は
こ
と
し

３
月
、
本
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の

３
カ
年
で
約
２
２
０
０
億
円
に
上
る

想
定
事
業
量
＝
グ
ラ
フ
参
照
＝
を
社

会
資
本
整
備
重
点
計
画
（
第
４
次
）

で
記
載
し
た
。
想
定
事
業
量
を
示
す

の
は
こ
れ
ま
で
前
例
が
な
く
、
県
が

建
設
産
業
の
経
営
に
焦
点
を
当
て
た

姿
勢
が
伺
え
る
。

　

想
定
事
業
量
は
現
時
点
で
確
定
し

た
額
で
は
な
い
も
の
の
、
各
年
度
の

当
初
予
算
に
お
い
て
６
２
２
億
円
を

目
標
に
計
上
し
、
事
業
量
を
で
き
る

だ
け
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
が
狙
い
。

長
崎
幸
太
郎
知
事
は

「
先
々
が
見
込
め
る

計
画
が
立
て
ら
れ
る

よ
う
事
業
費
を
示
し

た
」
と
強
調
。
ま
た

補
正
予
算
に
つ
い
て

は
過
去
10
年
間
に
お

け
る
補
正
額
を
平
均

し
た
も
の
で
、
こ
の

金
額
は
目
標
で
は
な

い
も
の
の
、
各
年
度

１
２
０
億
円
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

強靱化に不可欠な存在
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当初予算 補正予算
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当初予算 補正予算

第四次
2020年度～27年度

2020年度～22年度までの
3年間の想定事業量

2,200億円

第三次
2015年度～19年度

公共事業の目標額

　山梨県内の強靱化計画については県が2015
年度に策定し、年度ごとに具体的なアクショ
ンプランを立てているほか、進捗状況を評価
しプランの見直しを図っている。目標値を設
定した重要業績指標66項目のうち57項目で目
標を達成するなど、おおむね順調に推移して
いる。本年度については近く新しいプランが
公表となる見込み。
　一方で、市町村では6市町村で策定済み。11
市町村まで策定が進んでいる。しかし4市町で
策定予定のほか、6市村で検討中としている。
　検討中としている自治体では、策定時期も
定まっていない自治体もあった。理由につい
ては、全庁にわたる担当課間の調整や、他の
上位計画策定に時間を割いていること、予算
不足、さらにはコロナウイルス感染拡大の影
響との声も聞かれた。また富士山噴火対策に
対しても具体的な策を検討していない自治体
もあり認識の転換が必要だ。
　強靱化計画の策定状況は次のとおり。
　◇策定済み＝山梨市、大月市、北杜市、富
士川町、道志村、富士河口湖町
　◇策定中＝富士吉田市、都留市、南アルプ
ス市、笛吹市、甲州市、市川三郷町、早川町、
身延町、西桂町、忍野村、山中湖村、鳴沢村
　◇策定予定＝韮崎市、南部町、昭和町
　◇検討中＝甲府市、甲斐市、上野原市、中
央市、小菅村、丹波山村

　

こ
の
ほ
か
県
内
で
は
甲
府
盆
地
と

富
士
山
周
辺
地
域
を
結
ぶ
国
道
１
３

７
号
の
新
た
な
御
坂
ト
ン
ネ
ル
の
構

想
も
あ
る
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
富
士

山
噴
火
の
避
難
路
も
視
野
に
整
備
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
対
策
が
進
む
一
方
、

懸
念
の
声
も
挙
が
る
。
釜
無
川
と
笛

吹
川
の
合
流
地
点
に
お
い
て
、
流
れ

が
急
な
釜
無
川
の
合
流
点
で
笛
吹
川

が
滞
る
背
水（
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
）

現
象
が
起
こ
る
可
能
性
も
予
想
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
甲
府
盆
地
の
広
範
囲

で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
で
は
浸
水
想

定
区
域
と
な
っ
て
る
。
浸
水
が
懸
念

さ
れ
る
の
は
14
市
町
村
で
、
人
口
の

約
８
割
が
想
定
区
域
内
に
居
住
。
区

域
内
で
整
備
が
必
要
な
河
川
の
整
備

率
は
48
％
と
低
い
。

　

ま
た
太
陽
光
発
電
設
備
も
、
将
来

的
に
土
砂
崩
れ
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
所
も
あ
り
、
早
急
な
対
策

が
必
要
だ
。

　

山
梨
で
は
、
ひ
と
た
び
大
雨
や
大

雪
な
ど
に
見
舞
わ
れ
る
と
陸
の
孤
島

と
な
っ
て
し
ま
う
―
。
山
梨
は
山
に

囲
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
急
峻
な
地
形

や
脆
弱
な
地
質
が
多
い
こ
と
か
ら
、

自
然
が
猛
威
を
振
る
う
と
き
、
他
県

へ
抜
け
る
高
速
道
路
や
一
般
道
、
鉄

道
な
ど
が
全
て
寸
断
さ
れ
て
し
ま

う
。
こ
の
た
め
一
旦
災
害
が
発
生
す

る
と
、
そ
の
都
度
通
勤
・
通
学
が
で

き
な
く
な
る
ほ
か
、
食
料
品
や
医
療

な
ど
の
物
資
が
全
く
入
っ
て
こ
な
く

な
る
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

は
、
昨
年
の
台
風
19
号
で
東
京
、
山

梨
、
神
奈
川
の
県
境
で
中
央
自
動
車

道
や
Ｊ
Ｒ
中
央
線
が
１
週
間
に
わ
た

り
寸
断
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
発
生
し
な
い

よ
う
県
が
声
を
掛
け
、
昨
年
度
に
国

や
各
都
県
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
連
携
し
対
策
を
検
討

す
る
「
東
京
〜
山
梨
・
長
野
交
通
強

靱
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

た
。
主
な
対
策
で
は
、
山
梨
県
上
野

原
と
神
奈
川
県
相
模
湖
東
の
間
に
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
別
の
道
路
）
を
確

保
す
る
こ
と
な
ど
脆
弱
箇
所
の
強
化

や
復
旧
作
業
の
効
率
化
な
ど
を
検
討

す
る
。

　
　
　
　
　

＊　
　
　

＊

　

ま
た
脆
弱
さ
を
物
語
る
上
で
は
、

２
０
１
４
年
２
月
に
発
生
し
た
観
測

史
上
最
大
の
豪
雪
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
こ
の
と
き
も
陸
の
孤
島
と
化

し
、
山
梨
県
建
設
業
協
会
で
は
会
員

企
業
２
７
３
社
か
ら
初
動
６
日
間
で

延
べ
約
１
万
６
０
０
人
、
重
機
な
ど

６
３
０
０
台
が
フ
ル
稼
働
し
て
除
雪

に
奮
闘
し
た
。
除
雪
期
間
は
１
カ
月

に
も
及
ん
で
い
る
。

　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
生
か
し
国

の
防
災
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
―
。
県

で
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
災
害
を

想
定
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
使
っ

た
首
都
圏
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能

誘
致
を
視
野
に
検
討
し
て
い
る
。
観
光

や
仕
事
の
み
で
は
な
く
、
災
害
に
備
え

た
新
し
い
リ
ニ
ア
の
活
用
方
法
だ
。

　

今
回
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
誘
致

は
、
リ
ニ
ア
が
大
深
度
地
下
を
通
り
地

震
に
強
い
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
検
討
す

る
も
の
。

　

現
時
点
で
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能

の
具
体
的
な
方
向
性
は
固
ま
っ
て
い
な

い
も
の
の
、
県
が
設
置
し
た
検
討
委
員

会
の
初
会
合
で
、
事
務
局
で
あ
る
県
が

東
京
都
の
立
川
広
域
防
災
基
地
や
東
京

湾
臨
海
部
基
幹
的
防
災
拠
点
を
取
り
上

げ
、
医
療
支
援
の
ほ
か
、
人
員
や
物
資

を
中
継
・
集
積
す
る
場
所
と
し
て
示
し

た
。

　

あ
く
ま
で
「
機
能
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
施
設
を
整
備
す
る
か
ど
う
か

は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
年
度
内
に

２
、
３
回
委
員
会
の
開
催
を
予
定
。
検

討
内
容
は
長
崎
幸
太
郎
知
事
へ
報
告
す

る
。
そ
の
後
県
の
施
策
へ
反
映
す
る
ほ

か
、
国
に
対
し
説
明
も
行
う
。

　

国
土
強
靱
化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
山
梨
で
も
災
害
防
止
に
向
け
た
対
策

が
進
む
。
国
土
強
靭
化
と
言
え
ば
、
県
が
建
設
産
業
を
『
地
域
の
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
』

と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
道
路
や
電
気
な
ど
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
）
と
、
そ
れ
を
支
え
る

人
た
ち
（
ソ
フ
ト
）
を
掛
け
合
わ
せ
た
造
語
。
そ
の
ソ
フ
ト
イ
ン
フ
ラ
に
向
け
て
県
は

こ
と
し
３
月
、
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
（
第
４
次
）
に
お
い
て
本
年
度
か
ら
22
年
度

ま
で
の
３
カ
年
で
約
２
２
０
０
億
円
に
上
る
想
定
事
業
量
を
明
記
。
事
業
量
を
示
す
の

は
全
国
的
に
も
稀
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
稀
と
い
う
点
で
は
、
災
害
対
策
で
河
川
の

上
を
河
川
が
流
れ
る
「
伏
せ
越
し
工
」
が
あ
り
、
全
国
で
珍
し
い
構
造
物
。
８
月
に
は

武
田
良
太
国
土
強
靱
化
担
当
大
臣
が
訪
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
災
害
対
策
な
ど
が

進
む
一
方
、
大
き
な
河
川
で
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
（
背
水
現
象
）
が
不
安
視
さ
れ
る
な

ど
、
新
た
な
懸
念
箇
所
も
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

自治体数 27市町村

策定済み 6市町村

策定中 12市町村

策定予定 3市町村

検討中 6市町村

策定予定なし 0市町村

＜山梨県＞

（2020年8月1日現在）

６
市
町
村
が
策
定

　
　

６
市
町
村
は
検
討
中

背
水
現
象
で

首都圏バックアップも
リニア新幹線で

国土強靱化地域計画の
策定状況

　山梨県内の強靱化計画については県が2015
年度に策定し、年度ごとに具体的なアクショ
ンプランを立てているほか、進捗状況を評価
しプランの見直しを図っている。目標値を設
定した重要業績指標66項目のうち57項目で目
標を達成するなど、おおむね順調に推移して
いる。本年度については近く新しいプランが
公表となる見込み。
　一方で、市町村では6市町村で策定済み。11
市町村まで策定が進んでいる。しかし4市町で
策定予定のほか、6市村で検討中としている。
　検討中としている自治体では、策定時期も
定まっていない自治体もあった。理由につい
ては、全庁にわたる担当課間の調整や、他の
上位計画策定に時間を割いていること、予算
不足、さらにはコロナウイルス感染拡大の影
響との声も聞かれた。また富士山噴火対策に
対しても具体的な策を検討していない自治体
もあり認識の転換が必要だ。
　強靱化計画の策定状況は次のとおり。
　◇策定済み＝山梨市、大月市、北杜市、富
士川町、道志村、富士河口湖町
　◇策定中＝富士吉田市、都留市、南アルプ
ス市、笛吹市、甲州市、市川三郷町、早川町、
身延町、西桂町、忍野村、山中湖村、鳴沢村
　◇策定予定＝韮崎市、南部町、昭和町
　◇検討中＝甲府市、甲斐市、上野原市、中
央市、小菅村、丹波山村

自治体数 27市町村

策定済み 6市町村

策定中 12市町村

策定予定 3市町村

検討中 6市町村

策定予定なし 0市町村

＜山梨県＞

（2020年8月1日現在）

６
市
町
村
が
策
定

　
　

６
市
町
村
は
検
討
中

国土強靱化地域計画の
策定状況

懸
念
の
声
も

「
陸
の
孤
島
」解
消
へ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置

３
年
間
の
想
定
事
業
量
2200
億

武
田
良
太
国
土
強
靱
化
担
当
大
臣

は
、
８
月
に
南
ア
ル
プ
ス
市
内
の
河

川
な
ど
を
視
察
し
た
。
目
的
は
「
伏

せ
越
し
工
」。
こ
の
工
事
は
、
全
国

的
に
も
珍
し
く
河
川
が
立
体
的
に
交

差
し
て
い
る
。

場
所
は
同
市
内
の
櫛
形
山
か
ら
流

れ
る
山
地
河
川
の
滝
沢
川
や
坪
川
、

河
床
の
低
い
低
地
河
川
の
横
川
と
の

合
流
部
。
山
地
河
川
の
影
響
に
よ
り

低
地
河
川
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
、
過

去
に
は
冠
水
や
浸
水
問
題
が
生
じ
て

い
た
が
、
２
つ
河
川
の
下
に
ボ
ッ
ク

ス
カ
ル
バ
ー
ト
を
入
れ
、
横
川
を
通

す
立
体
交
差
。
併
せ
て
ポ
ン
プ
場
を

設
け
る
こ
と
で
排
水
機
能
を
強
化

し
、
洪
水
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い

る
。

　

交
差
区
間
は
約
80
ｍ
で
、
川
幅
は

約
11
ｍ
。
同
地
点
を
含
め
て
立
体
交

差
は
３
カ
所
存
在
す
る
。

　

武
田
大
臣
は
同
事
業
に
つ
い
て
熱

心
に
学
ん
だ
。

　

県
で
は
現
在
、
横
川
の
流
下
能
力

を
向
上
す
る
た
め
、
新
た
な
伏
せ
越

し
の
増
設
工
事
を
検
討
し
て
い
る
。

２
つ
の
河
川
が
流
れ
る
地
点
で
こ
れ

ま
で
設
置
し
て
き
た
施
設
よ
り
長
い

規
模
（
想
定
Ｌ
１
０
０
ｍ
）
を
隣
接

し
て
設
け
る
こ
と
は
技
術
的
に
難
し

く
、
国
に
対
し
技
術
的
な
支
援
を
要

望
し
て
い
る
。

武
田
大
臣「
伏
せ
越
し
工
」視
察

全
国
で
も
珍
し
い
川
の
立
体
交
差

説
明
を
受
け
る
武
田
大
臣（
左
か
ら
２
人
目
）



2020年（令和２年）9月16日（水曜日）（13） ～防災・減災、国土強靱化特集～新　潟

「防災・減災」が主流となる社会へ

新
潟
地
震
に
も
耐
え
、
架
設
か
ら

91
年
後
も
供
用
さ
れ
る
萬
代
橋

　

道
路
法
改
正
に
伴
い
２
０
１
４
年

度
～
18
年
度
に
行
わ
れ
た
新
潟
県
内

の
道
路
施
設
１
巡
目
点
検
の
結
果
、

「
早
期
に
措
置
を
講
ず
る
べ
き
状
態
」

と
さ
れ
る
判
定
区
分
Ⅲ
以
上
の
施
設

が
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
で
全
国
平
均
の

約
２
倍
、
道
路
付
属
物
等
で
は
約
３

倍
と
な
っ
た
＝
表
＝
。
ま
た
点
検
、

管
理
施
設
数
の
多
い
県
や
市
町
村

で
、
判
定
区
分
Ⅲ
以
上
の
割
合
が
高

い
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
塩
害
や
凍
結

防
止
剤
散
布
の
影
響
地
域
に
あ
る
橋

梁
で
は
、
そ
の
他
の
地
域
と
比
べ
、

判
定
区
分
Ⅲ
の
割
合
が
高
い
。

　

１
巡
目
点
検
で
は
、
橋
梁
は
「
緊

急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
」
の
判

定
区
分
Ⅳ
の
８
橋
を
含
め
て
判
定
区

分
Ⅲ
以
上
が
20
％
と
全
国
平
均
約
10

％
の
２
倍
。
ト
ン
ネ
ル
で
は
判
定
区

分
Ⅳ
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
全
国
平

均
42
％
の
お
よ
そ
２
倍
と
な
る
78
％

が
判
定
区
分
Ⅲ
と
診
断
さ
れ
た
。
こ

の
う
ち
新
潟
県
管
理
施
設
で
は
判
定

区
分
Ⅲ
以
上
が
90
・
３
％
に
達
す

る
。
道
路
附
属
構
造
物
は
判
定
区
分

Ⅳ
が
１
施
設
、
判
定
区
分
Ⅲ
が
６
３

１
施
設
で
全
体
の
45
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
県
内
で
施
設
数
の
多
い
シ
ェ

ッ
ド
は
86
％
が
判
定
区
分
Ⅲ
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。

　

建
設
経
過
年
数
に
比
例
し
て
対
応

が
必
要
と
な
る
施
設
割
合
が
高
く
、

橋
梁
25
％
、
ト
ン
ネ
ル
21
％
が
建
設

後
50
年
を
経
過
。
10
年
後
に
は
橋
梁

で
47
％
、
ト
ン
ネ
ル
は
40
％
と
な 

る
。

　

２
巡
目
点
検
の
初
年
度
と
な
る
２

０
１
９
年
度
の
点
検
進
捗
状
況
は
、

橋
梁
15
％
、
ト
ン
ネ
ル
24
％
、
道
路

附
属
物
等
14
％
と
な
っ
て
お
り
、
14

年
度
の
１
巡
目
点
検
初
年
度
と
比
べ

大
き
く
進
捗
し
、
平
準
化
の
傾
向
が

う
か
が
え
る
（
14
年
度
は
橋
梁
４

％
、
ト
ン
ネ
ル
12
％
、
道
路
附
属
物

８
％
）。
ま
た
地
域
一
括
発
注
に
よ

る
点
検
で
は
、
17
市
町
村
を
８
エ
リ

ア
に
分
割
し
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、

大
型
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
な
ど
１

１
２
５
施
設
を
点
検
す
る
予
定
。

　

２
巡
目
点
検
の
速
報
値
で
は
、
判

定
区
分
Ⅲ
以
上
の
施
設
が
橋
梁
で
25

％
、
道
路
附
属
物
は
50
％
と
、
判
定

区
分
Ⅲ
の
割
合
は
、
１
巡
目
の
点
検

結
果
と
同
様
の
傾
向
。
ト
ン
ネ
ル
に

つ
い
て
は
38
％
で
あ
り
、
判
定
区
分

Ⅲ
が
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
橋

梁
０
・
３
％
（
９
橋
）、
ト
ン
ネ
ル

３
％
（
３
施
設
）、
道
路
付
属
物
等

１
％
（
１
カ
所
）
が
判
定
区
分
Ⅳ
と

診
断
さ
れ
た
。

早
期
措
置
が
全
国
平
均
２
倍

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
１
巡
目
点
検

平
準
化
で
進
捗
率
向
上

２
巡
目
点
検
速
報
値

　新潟県内での８月１日現在の国土強靭化地域
計画の策定状況＝表＝は、６市が策定済み、11
市町で策定中、12市町村が策定を予定する。唯
一「検討中」としている妙高市でも早急に策定
に着手する考えで、本年度中には足並みがそろ
う見通し。
　新潟県では過去の中越地震や中越沖地震、長
い海岸線と急峻な地形に加えて毎年の降雪な
ど、常に災害と隣り合わせで災害に対する経験
値は高い。過去の経験を踏まえた計画策定と着
実な施策の推進が求められる。

６
自
治
体
で
策
定
済
み

�

国
土
強
靱
化
地
域
計
画

国土強靱化地域計画の策定状況
〈新潟県〉

自治体数 全30市町村

策定済み 6市

策定中 11市町

策定予定 12市町村

検討中 1市

策定予定なし 0

（2020年8月1日現在）
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41％

28％

56％

21％

32％ 53％ 15％

18％ 37％ 45％

0.3％

78％

2％ 41％ 1％

52％ 20％

49％ 10％

0.1%

0.1%

0.1%

―
１
巡
目
点
検
で
見
え
た
課
題
と
特

徴
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

新
潟
県
に
は
橋
梁
が
約
２
万
３
０

０
０
橋
あ
り
、
約
９
割
が
自
治
体
管

理
だ
。
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
も
同
様

に
７
割
が
自
治
体
管
理
で
、
自
治
体

の
管
理
施
設
の
適
切
な
点
検
や
点
検

結
果
に
伴
う
対
応
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

経
過
年
数
が
50
年
を
超
え
る
橋
梁

は
現
在
25
％
だ
が
、
10
年
後
に
は
47

％
と
な
り
、
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
も

21
％
か
ら
40
％
に
達
す
る
。
１
巡
目

点
検
の
結
果
、
新
潟
県
で
は
、
早
期

措
置
段
階
と
さ
れ
る
判
定
区
分
Ⅲ
以

上
の
割
合
が
橋
梁
で
20
％
、
ト
ン
ネ

ル
で
78
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平

均
の
約
２
倍
と
な
り
高
い
傾
向
に
あ

る
（
全
国
平
均
は
橋
梁
10
％
、
ト
ン

ネ
ル
41
％
）。
判
定
区
分
Ⅲ
以
上
の

割
合
は
、
鳥
取
県
に
次
い
で
２
番

目
、
ト
ン
ネ
ル
は
全
国
で
最
も
高
か

っ
た
。

　

ま
た
点
検
の
進
捗
に
つ
い
て
も
２

巡
目
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
と
は
い

え
、
い
か
に
点
検
の
進
捗
を
軌
道
に

っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

る
。
若
手
の
技
術
研
修
も
進
め
て
い

く
。

―
自
治
体
か
ら
ど
の
よ
う
な
要
望
が

上
が
っ
て
い
ま
す
か

　

自
治
体
で
は
土
木
職
員
が
少
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
技
術
力
不
足
を
補

う
た
め
に
地
域
で
の
一
括
発
注
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
効
率
よ
く
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
こ
れ
ま
で
は
点
検
に
重

点
を
置
い
た
講
習
を
開
催
し
て
い
た

が
、
今
後
は
、
取
り
組
み
を
進
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
修
繕
の
研
修
も
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

地
方
自
治
体
か
ら
は
、
職
員
不
足

や
技
術
力
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
蓄
積
な
ど

技
術
的
な
相
談
が
多
い
。
体
制
の
強

化
、
技
術
力
の
拡
充
に
は
国
の
国
道

事
務
所
な
ど
で
、
積
極
的
に
協
力
支

援
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

持
続
的
予
算
の
確
保
、
制
度
拡
充

に
つ
い
て
も
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
新
た
に
個
別
補
助
制
度
が
本
年

度
で
き
た
。
既
存
制
度
と
新
規
制
度

を
活
用
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
引
き

続
き
予
算
の
確
保
や
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、

老
朽
化
対
策
が
持
続
的
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
点
検
の
新

技
術
の
活
用
や
効
率
化
を
追
及
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
導
入
等
を
積
極
的
に
進
め
た
い
。

　

橋
梁
規
模
に
応
じ
た
柔
軟
な
点
検

方
法
や
小
規
模
橋
梁
を
地
域
の
企
業

が
点
検
す
る
な
ど
市
町
村
か
ら
の
提

案
も
あ
り
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

予
防
保
全
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
理

想
で
あ
る
が
、
判
定
区
分
Ⅲ
の
事
後

保
全
も
遅
れ
て
い
る
。
今
後
、
い
か

に
修
繕
を
進
め
て
い
く
か
も
課
題

だ
。

　

新
潟
県
の
特
徴
と
し
て
日
本
海
沿

岸
で
あ
り
冬
季
風
浪
や
飛
来
塩
分
に

よ
る
塩
害
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

県
内
全
域
が
積
雪
寒
冷
地
域
で
あ

り
、
凍
結
防
止
剤
の
影
響
も
劣
化
が

早
ま
る
原
因
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。

判
定
区
分
Ⅲ
以
上
の
施
設
は
県
内
全

土
に
海
岸
や
内
陸
に
も
分
布
し
て
い

る
。

―
円
滑
な
点
検
に
向
け
た
取
り
組

み
、
新
た
な
工
夫
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
　

円
滑
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
に
は
、

点
検
、
診
断
を
行
う
た
め
に
技
術
者

を
育
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定

期
点
検
を
合
理
化
し
て
い
く
た
め
新

技
術
の
導
入
が
重
要
で
あ
る
。
新
技

術
の
活
用
に
よ
り
効
率
化
を
図
る
こ

と
で
人
員
不
足
を
補
完
す
る
。
新
技

術
を
公
募
し
、
提
案
し
て
も
ら
う
中

で
、
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
取

り
入
れ
て
行
き
た
い
。
北
陸
地
方
整

備
局
管
内
で
も
新
し
い
技
術
を
導
入

し
て
点
検
を
進
め
て
い
る
。

　

い
ま
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
取
り

組
み
も
進
ん
で
お
り
、
新
た
な
技
術

を
取
り
込
み
、
効
率
化
す
る
こ
と
で

限
り
が
あ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
省
力
化

に
も
つ
な
げ
た
い
。
担
い
手
確
保
に

つ
い
て
も
、
学
生
に
現
場
を
見
て
も

ら
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
重
要
性
を
知

き
た
い
。

―
現
在
の
２
巡
目
点
検
の
取
り
組
み

と
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

現
在
、
進
め
て
い
る
２
巡
目
点
検

で
は
、
平
準
化
を
図
っ
て
い
る
。
１

巡
目
の
橋
梁
点
検
１
年
目
は
全
体
の

４
％
で
立
ち
上
が
り
に
苦
労
し
た
。

２
巡
目
の
１
年
目
は
15
％
で
あ
り
、

平
準
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
２
巡
目
１
年
目
の
速
報
値
で

は
、
ま
だ
判
断
は
で
き
な
い
が
判
定

区
分
は
１
巡
目
と
同
様
の
傾
向
が
あ

る
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
50
年
と
い
う
一
方

で
、新
潟
県
で
言
え
ば
、萬
代
橋
は
、

新
潟
地
震
に
も
耐
え
90
年
を
超
え
て

も
大
き
な
損
傷
も
無
く
、
使
い
続
け

て
い
る
。
し
っ
か
り
と
補
修
、
補
強

を
し
て
い
け
ば
使
用
で
き
て
い
る
萬

代
橋
の
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

国
民
の
経
済
、
生
活
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
は
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

に
際
し
て
、
そ
の
機
能
の
発
揮
ま
た
は
迅
速
に
復
旧
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
一
方
で
高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
的
に
建
設
さ
れ
た
社
会
イ
ン
フ

ラ
は
、
老
朽
化
が
進
み
建
設
後
50
年
を
超
え
る
施
設
が
今
後
、
急
加
速
度

的
に
増
加
し
て
行
く
。
２
０
１
３
年
の
道
路
法
改
正
に
伴
い
、
適
切
な
道

路
施
設
の
維
持
管
理
へ
、
全
国
で
５
年
に
１
回
の
点
検
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
使
い
続
け
ら
れ
る
イ
ン
フ
ラ
へ
、
新
潟
県
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
会
議
の
会
長
を
務
め
る
祢
津
知
広
新
潟
国
道
事
務
所
長
に
１

巡
目
点
検
で
見
え
た
新
潟
県
内
の
課
題
や
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
２
巡
目

点
検
で
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。

【略歴】ねづ　ともひろ　1979年4月生ま
れ、東京都出身。2005年3月東北大学大
学院修了後、同年4月国土交通省入省。同
省水管理・国土保全局防災課課長補佐、
道路局高速道路課企画専門官などを歴任
し、ことし7月に新潟国道事務所長就任。

乗
せ
る
か
、
平
準
化

へ
の
取
り
組
み
も
課

題
と
し
て
残
っ
て
い

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

経
過
年
数
が
長
く

な
る
ほ
ど
判
定
区
分

Ⅲ
の
割
合
が
高
く
な

る
傾
向
に
あ
る
。

　

修
繕
の
着
手
状
況

は
、
国
や
高
速
道
路

に
比
べ
、
自
治
体
で

進
捗
し
て
い
な
い
。

本
来
判
定
区
分
Ⅱ
の

使い続けられる
� インフラ管理へ
新潟県道路
メンテナンス会議会長 新潟国道事務所長祢津 知広



（14）2020年（令和２年）9月16日（水曜日）～防災・減災、国土強靱化特集～ 長　野

命と暮らしを守る国土強靱化を

教訓生かし、安全安心への道を

強靱化計画に基づき実施された３カ年緊急対策の効果事例。
防災・安全交付金事業による中川村渡場～滝沢の松川イン
ター大鹿線整備

国土強靱化地域計画の策定状況
〈長野県〉

自治体数 全77市町村

策定済み 5市町

策定中 7市町

策定予定 35市町村

検討中 30市町村

策定予定なし 0市町村

（2020年8月1日現在）

　

昨
年
９
月
、
日
本
を
襲
っ
た
台
風
19
号
（
令
和
元
年
東
日
本
台
風
）
は

県
内
の
東
信
地
区
を
は
じ
め
と
し
て
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。
長
野
県
に

お
い
て
は
近
年
で
は
稀
に
み
る
大
き
な
被
害
と
な
り
、
県
を
は
じ
め
と
し

て
関
係
市
町
村
は
復
旧
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
行
政
に
限
ら
ず
、
企
業

や
個
人
を
も
含
め
た
「
オ
ー
ル
信
州
」
で
の
取
り
組
み
を
計
画
に
盛
っ
た

長
野
県
強
靱
化
計
画
が
策
定
さ
れ
て
４
年
余
り
。
計
画
の
進
捗
は
順
調
と

し
な
が
ら
も
自
然
災
害
は
時
を
待
た
な
い
。
復
旧
・
復
興
に
努
め
る
と
も

に
災
害
を
経
験
の
糧
と
し
て
今
後
の
対
策
に
生
か
し
、
行
政
と
建
設
業
界

と
の
ス
ム
ー
ズ
な
意
思
疎
通
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
事
業
促
進
が
図
ら
れ
、

県
民
・
県
土
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　

２
０
１
６
年
３
月
に
強
靱
化
計
画

を
ま
と
め
た
長
野
県
は
、
２
年
後
に

期
間
を
５
年
間
と
す
る
第
２
期
計
画

を
策
定
し
た
。
当
初
は
、
地
域
防
災

力
の
充
実
、
建
物
の
耐
震
化
、
土
砂

災
害
へ
の
対
策
を
重
点
項
目
の
柱
に

据
え
、
過
去
の
災
害
か
ら
学
び
、
命

や
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。

　

第
２
期
計
画
へ
の
改
訂
に
あ
た
っ

て
は
、
計
画
の
進
捗
状
況
を
市
町
村

や
学
識
経
験
者
を
交
え
検
証
す
る
と

と
も
に
、
第
１
期
期
間
内
に
発
生
し

た
16
年
の
熊
本
地
震
や
台
風
10
号
、

翌
年
の
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
の
大
規

模
災
害
に
お
け
る
課
題
や
教
訓
と
す

る
べ
き
事
項
を
精
査
し
て
計
画
に
組

み
入
れ
、
同
様
の
事
象
が
起
こ
っ
た

場
合
に
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
ま
と

め
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
２
期
計
画
で
は
重
点
項
目
の
３

本
柱
は
そ
の
ま
ま
据
え
置
く
な
か

で
、
項
目
の
取
り
組
み
内
容
を
「
自

治
」と「
学
び
」に
区
分
す
る
な
ど
、

県
民
や
自
治
組
織
が
主
体
的
に
災
害

に
対
し
て
取
り
組
む
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　

加
え
て
、
発
災
後
の
広
域
連
携
を

考
え
る
う
え
で
、
津
波
被
害
が
想
定

さ
れ
な
い
な
ど
長
野
県
の
地
理
的
条

件
を
踏
ま
え
て
、
後
方
支
援
の
役
割

り
を
持
っ
た
防
災
拠
点
整
備
な
ど
を

含
む
広
域
受
援
計
画
を
を
基
本
的
な

考
え
に
追
加
し
て
い
る
。

　

建
物
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
耐
震
化

率
や
地
震
対
策
実
施
率
な
ど
で
数
値

目
標
（
約
60
項
目
）
を
設
定
し
て
事

業
推
進
を
図
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度

ま
で
の
間
で
３
割
弱
の
達
成
率
と
し

て
概
ね
順
調
と
の
見
方
を
示
し
て
い

る
。

　

ま
た
県
は
資
料
と
し
て
、
強
靱
化

計
画
と
と
も
に
６
４
０
に
及
ぶ
公
共

事
業
等
整
備
箇
所
の
一
覧
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

　

種
別
ご
と
に
見
る
と
、
急
峻
で
脆

弱
と
い
わ
れ
る
県
土
を
反
映
し
て
道

路
改
築
（
95
）、
河
川
改
修
53
、
砂

防
１
６
１
、
地
す
べ
り
対
策
50
、
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
61
、
農
地
整
備
１

４
０
な
ど
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の

な
か
で
事
業
着
手
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
箇
所
は
道
路
改
築
が
26
、
街
路

が
６
、
県
代
行
が
２
な
ど
と
な
っ
て

お
り
、
河
川
関
係
で
は
河
川
改
修

13
、
砂
防
３
、
地
す
べ
り
対
策
２
と

な
る
。
農
地
整
備
で
は
県
営
農
村
地

域
防
災
減
災
に
お
い
て
７
カ
所
で
の

着
手
を
目
指
し
て
い
る
。（
主
な
箇

所
は
右
下
の
表
参
照
）

　

一
に
も
二
に
も
計
画
推
進
に
は
予

算
と
建
設
業
界
の
協
力
が
不
可
欠
。

業
界
サ
イ
ド
と
し
て
も
、
本
年
度
ま

で
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
３
カ
年
緊
急
対
策
」
の
継

続
や
災
害
復
旧
に
対
し
て
の
要
望
を

意
見
交
換
会
の
場
な
ど
で
重
ね
て
行

っ
て
い
る
。

　

特
に
08
年
度
か
ら
続
く
「
地
域
の

支
え
る
建
設
業
」「
地
域
を
支
え
る

調
査
・
設
計
業
」
の
検
討
会
に
お
い

て
は
、
建
設
業
界
が
抱
え
る
諸
問
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
円
滑

な
事
業
推
進
へ
向
け
て
の
話
し
合
い

が
行
わ
れ
て
き
た
。
官
民
の
連
携
を

密
に
し
て
、
強
靱
化
を
は
じ
め
と
す

る
安
心
安
全
な
県
土
づ
く
り
を
進
め

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

長
野
県
強
靱
化
計
画
で
は
災
害
事

象
と
し
て
、
大
規
模
地
震
、
豪
雨
、

火
山
噴
火
、
大
雪
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
想
定
さ
れ
る
事
象
や
そ
れ
に
対
す

る
対
策
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
大
雨

に
よ
る
地
す
べ
り
や
土
石
流
こ
そ
あ

れ
、
周
囲
を
３
０
０
０
ｍ
級
の
山
塊

に
囲
ま
れ
て
い
る
と
、
あ
る
意
味
で

自
然
の
障
壁
の
よ
う
に
も
錯
覚
し
、

災
害
も
対
岸
の
火
事
の
よ
う
に
感
じ

る
の
は
否
定
で
き
な
い
。
昨
年
の
台

風
19
号
は
そ
の
勘
違
い
と
い
う
夢
想

か
ら
目
を
覚
ま
さ
せ
て
く
れ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
回
に
計
画
が
改
め
ら
れ
る
第
３

期
分
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
台
風
19

号
の
検
証
結
果
も
加
味
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
最
近
で
は
線
状
降
水
帯
が

猛
威
を
ふ
る
う
水
害
へ
の
意
識
が
強

い
。
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
た
県
民

の
災
害
へ
の
意
識
と
並
行
し
て
、
よ

り
安
心
・
安
全
な
県
土
強
靱
化
へ
の

道
を
計
画
段
階
か
ら
し
っ
か
り
足
も

と
を
固
め
、
歩
み
を
進
め
て
ほ
し
い

と
こ
ろ
だ
。

　

内
閣
官
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
示

さ
れ
て
い
る
８
月
１
日
現
在
の
策
定

状
況
一
覧
に
よ
る
と
、
長
野
県
内
で

地
域
計
画
を
策
定
済
み
と
し
て
い
る

市
町
村
は
松
本
市
、
伊
那
市
、
駒
ヶ

根
市
、
東
御
市
、
飯
島
町
の
５
市
町

に
と
ど
ま
る
。割
合
に
す
る
と
約
６
・

５
％
で
、
す
で
に
３
県
に
お
い
て
全

市
町
村
が
策
定
済
み
と
な
っ
て
い
る

な
ど
の
全
国
と
比
較
す
る
と
、
か
な

り
手
厳
し
い
指
摘
を
受
け
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
い
え
る
。

　

策
定
済
み
の
自
治
体
で
は
、
松
本

市
が
県
内
で
最
も
早
く
２
０
１
５
年

５
月
に
計
画
を
ま
と
め
、
東
御
市
は

策
定
か
ら
３
年
後
の
19
年
２
月
に
改

訂
を
行
う
な
ど
積
極
的
に
計
画
推
進

を
図
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
一
方

で
、
検
討
段
階
で
足
踏
み
し
て
い
る

市
町
村
は
全
体
の
４
割
近
く
の
30
を

数
え
る
。

　

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
の
は
長

野
市
、飯
田
市
、茅
野
市
、塩
尻
市
、下

諏
訪
町
、宮
田
村
、売
木
村
。
こ
の
う

ち
、
21
年
５
月
の
策
定
予
定
と
す
る

長
野
市
は
９
月
１
日
に
計
画
策
定
業

務
の
入
札
を
執
行
。
策
定
予
定
と
す

る
35
の
自
治
体
の
う
ち
上
田
市
は
６

月
補
正
予
算
で
策
定
費
用
４
３
０
万

円
を
計
上
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
動

き
を
見
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

地
域
的
な
側
面
か
ら
は
興
味
深
い

偏
り
が
見
ら
れ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
地

震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
県
南
部
の
町
村
は
概
ね
来

年
３
月
の
策
定
の
見
通
し
を
立
て
い

る
反
面
、
検
討
中
と
し
て
い
る
自
治

体
は
中
信
や
東
信
、
北
信
地
域
の
町

村
に
多
く
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。

　

公
表
さ
れ
て
い
る
と
お
り
に
順
調

に
策
定
作
業
が
進
め
ば
、
今
年
中
に

は
飯
田
市
や
茅
野
市
を
は
じ
め
と
す

る
７
市
町
村
の
計
画
が
ま
と
ま
り
、

年
度
内
に
は
須
坂
市
や
中
野
市
、
佐

久
市
な
ど
の
25
市
町
村
が
策
定
完
了

と
な
り
、
県
下
市
町
村
の
お
よ
そ
半

分
で
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
策
定
が

完
了
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

県
は
市
町
村
に
対
し
、
機
会
を
捉

え
地
域
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
促
し

て
い
る
。
人
員
不
足
や
中
長
期
計
画

と
の
兼
ね
合
い
と
い
っ
た
点
が
早
期

策
定
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
と
み
て

お
り
、
今
後
も
適
宜
情
報
提
供
を
行

う
な
ど
、
策
定
促
進
に
向
け
た
支
援

を
続
け
て
い
く
考
え
だ
。

目標を事業着手に置く主な箇所
事業 路河川 箇所

道路改築

153 号 駒ヶ根市～伊那市伊駒アルプスロード
418 号 飯田市大町～下市場
256号 南木曽町漆畑拡幅 3工区
143 号 松本市～青木村青木峠バイパス
403 号 麻績村梶浦～本町
403 号 安曇野市名九鬼～山中
小岩岳穂高（停）線 安曇野市富田橋
406号 須坂市村石町
豊野南志賀公園線 高山村温泉～牧場
406号 長野市戸隠祖山
村山豊野（停）線 長野市長沼～小布施町山王島
403 号 飯山市～木島平村下木島

交通安全 有明大町線ほか 大町市ほか Japan Alps Cycling Road

街路
岡谷川岸線 岡谷市川岸
豊野北線 長野市豊野駅前
県庁篠ノ井線 長野市川中島～篠ノ井（2工区）

河川改修

北沢川 佐久穂町高野町相生
内村川 上田市内村ダム
金原川 東御市金原ダム
横川川 辰野町横川ダム
宮川 麻績村北山ダム
水上沢川 松本市水上ダム
小仁熊川 筑北村小仁熊ダム
三念沢 長野市豊野
駒沢川 長野市上駒沢
新田川 長野市古里
裾花川 長野市裾花ダム・奥裾花ダム

砂防 高遠入沢 飯島町高遠原
塩沢 池田町滝沢

地すべり対策 落合 山ノ内町落合
急傾斜地崩壊対策 中谷 2号 木曽町中谷

長
野
県
強
靱
化
計
画

検
討
中
は
未
だ
約
４
割
市
町
村
の
地
域
計
画
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か
な
か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
。

新
設
で
も
、
道
を
１
本
ず
ら
す
と
費

用
が
変
わ
っ
て
く
る
。
検
討
・
研
究

し
て
い
く
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い

　

川
は
親
水
の
面
が
あ
る
一
方
で
、

脅
威
に
も
な
る
。
今
ま
で
以
上
の
備

え
が
当
然
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
荒

川
・
利
根
川
の
治
水
対
策
は
、
国
だ

け
で
な
く
県
・
市
町
村
・
企
業
の
連

携
を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら

対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
に

な
る
。
治
水
・
利
水
の
考
え
方
に
関

し
て
既
存
を
生
か
す
。
効
果
に
関
し

て
、
写
真
を
示
し
て
見
せ
て
い
く
な

ど
、
事
前
防
災
の
重
要
性
を
見
え
る

化
す
る
こ
と
が
大
事
。

　

こ
れ
ま
で
の
降
雨
量
を
も
と
に
治

水
対
策
を
取
っ
て
き
た
が
、
想
定
外

の
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
気

候
変
動
を
見
越
し
た
対
策
が
重
要
に

な
る
。

　

昨
年
の
東
日
本
台
風
で
は
、
数
日

前
か
ら
「
荒
川
の
ほ
う
が
危
な
い
」

と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、
荒
川
は
決

壊
し
な
か
っ
た
。
一
方
で
信
じ
ら
れ

な
い
雨
量
だ
っ
た
の
で
、
利
根
川
左

岸
側
は
大
幅
に
水
位
が
上
が
っ
た
。

ま
た
入
間
川
は
じ
め
、
経
済
損
失
も

あ
っ
た
。
河
川
が
決
壊
し
た
箇
所
は

復
旧
に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
治
水
能
力
は
落
ち
て
い
る

わ
け
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
住

む
」
場
所
に
関
し
て
も
考
え
る
必
要

が
あ
り
、
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
試
験
湛
水
中
だ
っ

た
が
、
ダ
ム
群
で
押
さ
え
ら
れ
た
。

野
球
で
い
え
ば
緊
急
登
板
と
な
り
、

被
害
を
食
い
止
め
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も

多
く
、
例
え
ば
「
東
京
ド
ー
ム
〇
杯

分
の
効
果
が
あ
っ
た
」
な
ど
川
の
水

位
の
効
果
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て

い
く
こ
と
が
大
事
に
な
る
。

　

一
方
で
、
７
月
の
九
州
豪
雨
で
は

川
辺
川
は
被
害
が
出
て
し
ま
っ
た
。

今
回
は
九
州
だ
っ
た
が
、
全
国
ど
こ

で
起
こ
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
も
、
平
時
に
有
事

の
議
論
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
ま
だ
整
備
を
行
う
べ
き
箇
所

は
残
っ
て
い
る

　

災
害
時
に
、
い
ち
早
く
出
動
し
て

く
だ
さ
る
の
は
、
地
元
の
建
設
業

界
。
頼
も
し
く
思
っ
て
い
る
が
、
一

方
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
豪
雪

の
際
に
は
除
雪
機
が
必
要
と
な
る

が
、
会
社
で
所
有
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
減
っ
て
い
る
。
一
時
期
の
予
算
削

減
に
よ
り
、
企
業
と
し
て
い
わ
ば
筋

肉
が
そ
が
れ
て
い
る
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
道
路
を
は
じ
め
、
も
の
を
作

る
こ
と
で
経
済
が
回
っ
て
い
る
面
が

あ
る
。
安
定
的
な
予
算
を
付
け
な
け

れ
ば
、
設
備
投
資
も
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
に
、
安
定
的
な
予
算
を
確
保

し
、
ま
た
予
算
を
見
せ
る
こ
と
で
安

心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
し
て
、
誇
り
を
も
っ
て
い
け
る
よ

う
な
社
会
に
し
て
い
き
た
い
。

　

道
路
整
備
の
一
例
と
し
て
、
バ
イ

パ
ス
を
整
備
す
る
と
流
れ
が
変
わ
っ

て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
工
夫
し
た
整

備
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
芸
術
だ

な
ぁ
」
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
道

が
つ
な
が
る
こ
と
で
チ
ャ
ン
ス
が
出

て
く
る
。
い
わ
ば
「
命
を
守
る
、
経

済
を
支
え
る
」
こ
と
に
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
あ
る
中

で
も
、
建
設
業
は
す
そ
野
が
広
く
公

共
投
資
は
大
き
な
効
果
を
持
っ
て
い

る
。
治
水
対
策
に
終
わ
り
は
な
い
。

近
年
だ
け
を
見
て
も
、
ど
こ
か
で
被

害
が
発
生
し
て
い
る
。
中
長
期
的
な

視
点
で
今
後
も
対
策
が
重
要
に
な
っ

て
い
く
。
今
後
も
整
備
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
き
た
い
。

政
治
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
私

が
地
盤
と
し
て
い
る
地
域
が
か
つ

て
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
り
堤
防

が
決
壊
し
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ

た
。「
治
水
を
疎
か
に
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
先
人
の
教
え
が
あ

り
、
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
を
契
機
に
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
八
ッ
場
ダ

ム
も
整
備
の
動
き
が
止
ま
っ
た
と
き

は
、重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
て
き
た
。

　

電
線
地
中
化
は
災
害
だ
け
で
な

く
、
景
観
配
慮
に
も
有
効
。
倒
れ
て

し
ま
う
と
、
救
急
車
の
通
行
に
も
支

障
が
出
る
し
、
渋
滞
発
生
に
も
つ
な

が
る
。
予
算
や
電
柱
管
理
者
の
関
係

も
あ
る
が
、
議
論
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

実
際
に
、
電
線
地
中
化
が
行
わ
れ

て
い
る
埼
玉
県
川
越
市
の
状
況
を
見

て
き
た
こ
と
が
あ
る
が
、
道
幅
が
広

く
見
え
る
。

　

一
方
で
、
き
ち
ん
と
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
思
う
が
、
費
用
が
か
か
る

こ
と
、
関
係
者
が
多
い
こ
と
か
ら
な

が
あ
る
。
で
き
る
備
え
と
し
て
耐
震

化
を
は
じ
め
、
出
火
防
止
と
い
っ

た
、
事
前
に
で
き
る
準
備
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
。

　

国
土
強
靭
化
に
関
し
て
は
ハ
ー
ド

面
・
ソ
フ
ト
面
の
両
面
の
組
み
合
わ

せ
が
重
要
だ
と
捉
え
て
い
る
。
で
き

る
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
、
守
ら
れ
る
経
済
、
守
る
こ
と
の

で
き
る
命
が
あ
る
。
企
業
と
政
府
で

危
機
管
理
へ
の
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
。
ソ
フ
ト
面
は
地
域
単
位
で
命
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。

意
識
を
高
め
る
と
い
う
観
点
で
は
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
も
認

識
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

私
は
埼
玉
県
議
会
議
員
と
し
て
、

て
い
く
重
要
性
を
感
じ
た
。

　

首
都
直
下
地
震
は
近
30
年
で
70
％

の
確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
国
・
市
町
村
と
が
連
携
を
取
っ

て
や
っ
て
い
く
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の

使
命
だ
。
仮
に
首
都
直
下
地
震
が
発

生
す
る
と
、
木
造
を
中
心
と
し
た
火

災
、
建
物
の
全
壊
が
考
え
ら
れ
る
。

首
都
直
下
地
震
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
３
の
場
合
、
95
兆
円
の
経
済
損

失
、
２
・
３
万
人
の
死
者
が
出
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
人
命

は
も
と
よ
り
、
経
済
機
能
の
麻
痺
に

つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
、
全
国
的
に

悪
影
響
が
派
生
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。
ま
た
政
府
の
機
能
を
ど
う
維
持

し
て
い
く
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

　

野
中　

わ
れ
わ
れ
議
員
は
平
時
に

有
事
の
備
え
が
責
任
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
。
昨
年
の
東
日
本
台
風
、

７
月
の
九
州
豪
雨
も
そ
う
だ
が
、
近

年
、
自
然
災
害
は
頻
発
、
激
甚
化
し

て
お
り
、
効
果
の
発
揮
に
備
え
を
し

だ
ろ
う
か
。

　

道
路
整
備
に
関
し
て
、
近
年
は
補

修
修
繕
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。

新
設
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
は

あ
る
が
、
補
修
修
繕
を
お
疎
か
に
す

る
と
大
き
な
事
故
に
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
予
算
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
て
や
っ
て
い
く
。

　

橋
で
も
道
路
で
も
耐
用
年
数
が
あ

り
、
丁
寧
に
使
う
こ
と
で
伸
ば
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
に
な
る
。
そ
し

て
、
作
っ
た
ら
終
わ
り
で
は
な
く
消

耗
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
考
え
方

は
持
っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

　

昨
年
は
東
日
本
台
風
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で
水
災
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
首
都
直
下
地
震
も
危
惧
さ

れ
る
中
、
国
土
強
靭
化
は
道
半
ば
の
状
態
だ
。
埼
玉
県
選
出
の
野
中
厚
衆
議
院
議
員
（
自
由
民
主
党
副
幹
事

長
）
に
、
国
土
強
靭
化
へ
の
思
い
、
治
水
に
対
す
る
考
え
、
ま
た
、
建
設
業
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
聞

い
た
。「
事
前
に
で
き
る
備
え
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
中
長
期
的
な
視
点

で
の
対
策
が
今
後
も
重
要
に
な
っ
て
い
く
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

野
中
厚
衆
議
院
議
員 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

事
前
に
で
き
る
備
え
大
切

中長期的視点での対策が重要
国土強靭化
への思い

治水に
対する考え

建設業者への
メッセージ

のなか　あつし　埼玉県加須市生まれ、慶應義塾大学商学部卒業。自由民主党副幹事長、
治水議員連盟事務局次長などを務めている。埼玉県第12区選出。43歳。略歴
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